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は
じ
め
に

青
山
学
院
の
校
名
に
掲
げ
ら
れ
る
青
山
と
い
う
地
名
は
、
天
正
一
八
（
一
五
九
〇
）
年
の
徳
川
家
康
の
江
戸
入
府
後
、
青
山
忠
成
が
屋

敷
地
を
拝
領
し
た
こ
と
に
由
来
す
る（

（
（

。
一
方
で
現
在
、
渋
谷
区
渋
谷
を
住
所
名
と
す
る
よ
う
に
、
青
山
学
院
の
校
地
は
青
山
よ
り
西
の

渋
谷
の
地
に
あ
る
。
こ
う
し
た
青
山
学
院
の
土
地
や
名
称
を
め
ぐ
る
複
雑
な
経
緯
は
、
先
の
学
院
通
史
で
あ
る
『
青
山
学
院
九
十
年
史
』

に
詳
述
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

そ
の
後
『
青
山
学
院
九
十
年
史
』
を
基
礎
と
し
て
、
青
山
学
院
の
校
地
に
関
す
る
知
見
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
青
山
学
院
構
内
遺
跡
の

発
掘
調
査
で
検
出
さ
れ
た
遺
構
か
ら
は
、
青
山
学
院
の
校
地
の
大
部
分
が
伊
予
西
条
藩
上
屋
敷
跡
で
あ
っ
た
こ
と
が
再
認
識
さ
れ
た（

（
（

。

特
に
第
四
地
点
の
報
告
書
に
お
い
て
、
西
村
慎
太
郎
氏
は
旗
本
長
谷
川
久
三
郎
家
と
伊
予
西
条
松
平
家
に
つ
い
て
検
討
し
、
元
禄
八
（
一

六
九
五
）
年
の
相
対
替
に
よ
っ
て
、
近
世
初
頭
に
こ
の
土
地
を
拝
領
し
た
前
者
か
ら
後
者
に
所
有
者
が
移
転
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た（
（
（

。
ま
た
開
拓
使
第
一
～
第
三
官
園
の
土
地
取
得
・
払
下
げ
に
つ
い
て
論
じ
た
内
山
京
子
氏
は
、
第
一
官
園
に
あ
た
る
青
山
学
院
の
校

地
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る（

（
（

。

青
山
学
院
史
研
究
所
で
は
、
青
山
学
院
や
各
地
の
公
文
書
館
等
が
所
蔵
す
る
史
料
を
も
と
に
『
青
山
学
院
一
五
〇
年
史
』
の
編
纂
を
進

め
て
お
り
、『
青
山
学
院
九
十
年
史
』
や
そ
の
後
の
研
究
を
修
正
す
る
発
見
も
相
次
い
で
い
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
本
稿
で
は
近
世
か
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ら
近
代
に
か
け
て
の
青
山
学
院
構
内
の
土
地
取
得
・
利
用
の
経
緯
を
再
考
し
、
明
治
前
期
の
東
京
に
お
け
る
官
有
地
の
形
成
と
払
下
げ
に

関
す
る
事
例
研
究
と
し
た
い
。
以
下
、
土
地
所
有
者
の
変
遷
に
従
い
節
を
分
け
て
検
討
す
る
。

一
　
旗
本
長
谷
川
久
三
郎
家
か
ら
伊
予
西
条
松
平
家
へ

現
在
の
青
山
学
院
の
校
地
は
、
近
世
初
頭
（
年
代
不
詳
、
慶
長
年
間
か
）
に
旗
本
の
長
谷
川
久
三
郎
正
吉
が
拝
領
し
た
土
地
で
あ
る
。

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
よ
る
と
、
長
谷
川
久
三
郎
正
吉
が
二
代
将
軍
徳
川
秀
忠
の
「
放
鷹
に
扈
従
せ
し
と
き
、
仰
に
よ
り
渋
谷
に
を
い

て
別
荘
の
地
八
万
五
千
余
坪
を
賜
」
っ
た
と
い
う（

（
（

。

現
存
す
る
最
古
の
江
戸
全
図
と
し
て
知
ら
れ
る
、
寛
永
一
九
～
二
〇
（
一
六
四
二
～
一
六
四
三
）
年
に
作
成
さ
れ
た
「
寛
永
江
戸
全
図
」

に
も
、
現
在
の
青
山
学
院
の
校
地
と
そ
の
周
辺
の
区
画
に
「
長
谷
川
久
三
郎
下
屋
敷
」
と
記
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
こ
れ
以
降
の
地
図
か
ら
は
、

こ
の
一
帯
が
旗
本
長
谷
川
久
三
郎
家
に
代
々
相
続
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

元
禄
八
（
一
六
九
五
）
年
、
こ
の
長
谷
川
久
三
郎
家
の
下
屋
敷
は
、
拝
領
屋
敷
地
を
交
換
す
る
相
対
替
に
よ
っ
て
伊
予
西
条
松
平
家
の

上
屋
敷
と
な
っ
た
。
こ
の
事
実
は
『
新
修
渋
谷
区
史
』
上
巻
で
指
摘
さ
れ（

（
（

、
更
に
西
村
慎
太
郎
氏
が
後
述
す
る
史
料
を
も
と
に
敷
衍
し
、

「
伊
予
西
条
松
平
頼
純
は
四
谷
に
上
屋
敷
を
拝
領
し
て
い
た
が
、
本
家
で
あ
る
紀
伊
徳
川
家
の
「
用
向
」
の
た
め
、
そ
の
屋
敷
地
を
戻
し
、

替
地
と
し
て
、「
渋
谷
下
屋
敷
」
の
内
二
万
坪
を
受
け
取
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
と
長
谷
川
家
の
四
万
坪
の
屋
敷
地
を
相
対
替
し
た
こ
と

が
分
か
る
。
頼
純
が
紀
伊
徳
川
家
と
の
替
地
と
し
て
受
け
取
っ
た
「
渋
谷
下
屋
敷
」
の
内
二
万
坪
と
は
、「
青
山
下
野
守
殿
上
ケ
地
」
二

七
七
九
八
坪
の
内
の
こ
と
で
、
同
年
三
月
六
日
に
拝
領
し
て
い
る
」
と
述
べ
た（

（
（

。
た
だ
し
、
相
対
替
の
直
前
に
起
こ
っ
た
大
火
に
関
す

る
言
及
が
な
い
な
ど
、
い
く
つ
か
の
疑
問
が
残
る
た
め
、
煩
瑣
を
厭
わ
ず
相
対
替
の
経
緯
を
再
論
し
た
い
。

元
禄
八
年
二
月
八
日
未
刻
（
昼
八
ツ
、
午
後
二
時
）、
四
谷
塩
町
か
ら
出
火
し
た
火
は
風
に
煽
ら
れ
て
燃
え
広
が
り
、
芝
浦
の
海
岸
ま
で

延
焼
す
る
大
火
と
な
っ
た
。『
東
京
市
史
稿
』
の
綱
文
で
は
「
大
小
名
ノ
邸
第
市
井
民
屋
合
セ
テ
六
万
七
千
四
百
余
戸
焼
亡
」
と
記
さ
れ

る
。
こ
の
大
火
に
よ
っ
て
、
四
谷
に
あ
っ
た
伊
予
西
条
松
平
家
の
上
屋
敷
は
、
本
家
に
あ
た
る
紀
州
徳
川
家
の
中
屋
敷
や
、
青
山
下
野
守

（
青
山
忠
重
）
の
下
屋
敷
な
ど
多
く
の
武
家
屋
敷
と
と
も
に
類
焼
し
て
し
ま
っ
た（
（1
（

。
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大
火
後
の
二
月
二
三
日
、
類
焼
し
た
伊
予
西
条
松
平
家
の
上
屋
敷
や
、
青
山
下
野
守
の
下
屋
敷
は
幕
府
に
召
し
上
げ
ら
れ
た
。『
東
京

市
史
稿
』
に
は
左
の
「
寛
政
呈
譜
」
の
記
事
が
引
用
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

頼
純
従
四
位
下
。
左
近
衛
権
少

将
。
左
京
大
夫
。
○
松
平
。

一
、
同
○
元

禄
。
八
年
乙
亥
二
月
廿
三
日
、
四
谷
屋
敷
御
用
地
ニ
被
召
上
、
御
替
地
青
山
下
野
守
下
屋
舗
之
内
ニ
而
被
下
置
。

一
、�

右
地
面
本
家
用
向
ニ
而
本
家
江
遣
、
為
替
地
本
家
渋
谷
下
屋
敷
之
内
ニ
而
二
万
坪
請
取
、
猶
又
右
二
万
坪
と
長
谷
川
五
兵
衛
渋

谷
下
屋
舗
四
万
坪
と
願
相
済
、
相
対
替
仕
候
。

一
条
目
に
あ
る
「
四
谷
屋
敷
」
は
、
幕
府
の
普
請
奉
行
が
編
纂
し
た
「
御
府
内
往
還
其
外
沿
革
図
書
」
十
に
、「
四
谷
之
内
東
之
方
喰

違
外
御
堀
端
限
、
西
之
方
仲
町
通
道
敷
迄
、
南
之
方
紀
伊
殿
屋
敷
内
迄
、
北
之
方
四
谷
大
通
限
、
向
寄
道
敷
共
」
と
記
さ
れ
る
区
画
に
あ

り
、
現
在
の
四
谷
一
丁
目
の
南
の
一
部
に
あ
た
る
。
同
書
は
「
年
月
不
知
元
禄
之
頃
」
松
平
左
京
大
夫
（
伊
予
西
条
松
平
家
）
か
ら
召
し
上
げ
ら

れ
た
と
す
る
が
、
こ
の
元
禄
八
年
二
月
の
こ
と
で
あ
る
。
一
部
は
元
禄
一
五
（
一
七
〇
二
）
年
に
南
方
の
紀
州
徳
川
家
上
屋
敷
の
添
地
に
、

残
り
は
後
に
旗
本
ら
の
屋
敷
と
な
っ
た
。
ま
た
「
御
替
地
」
と
な
っ
た
「
青
山
下
野
守
下
屋
舗
」
は
、
同
じ
く
「
赤
坂
青
山
鮫
ケ
橋
之
内

東
之
方
紀
伊
国
坂
通
道
敷
限
、
西
之
方
紀
伊
殿
屋
敷
裏
限
、
南
之
方
青
山
通
道
敷
限
、
北
之
方
鮫
ケ
橋
表
町
よ
り
権
田
原
稲
荷
前
通
道
敷

限
、
向
寄
道
敷
共
」
と
記
さ
れ
る
、
現
在
の
赤
坂
御
用
地
南
西
の
一
角
に
あ
た
る（

（1
（

。

二
条
目
冒
頭
の
通
り
、「
御
替
地
」
と
な
っ
た
青
山
下
野
守
下
屋
敷
は
「
本
家
用
向
」
の
た
め
、
伊
予
西
条
松
平
家
の
本
家
で
あ
る
紀

州
徳
川
家
の
手
に
渡
っ
た
。
普
請
奉
行
役
所
が
製
本
し
た
「
屋
敷
渡
預
絵
図
証
文
」
に
は
、「
青
山
下
野
守
殿
上
ケ
地
紀
伊
大
納
言
殿
江

被
下
、
右
之
内
ニ
而
松
平
左
京
大
夫
替
地
拝
領
、
御
絵
図
之
面
傍
示
杭
之
通
相
違
無
御
座
請
取
申
候
」
と
の
同
年
三
月
六
日
付
の
証
文

と
、
二
七
七
九
八
坪
の
土
地
を
示
し
た
絵
図
【
図
一
】
が
収
録
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
証
文
に
よ
れ
ば
、
青
山
下
野
守
の
下
屋
敷
は
紀
州
徳
川

家
に
下
さ
れ
、
そ
の
内
に
伊
予
西
条
松
平
家
が
替
地
を
拝
領
す
る
筈
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
引
き
渡
す
際
に
証
文
に
記
さ
れ
る

は
ず
の
建
物
に
関
す
る
文
章（

（1
（

が
な
い
こ
と
か
ら
、
建
物
は
大
火
で
焼
失
し
た
ま
ま
で
、
土
地
の
み
授
受
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

【
図
一
】
を
「
御
府
内
往
還
其
外
沿
革
図
書
」
十
に
収
録
さ
れ
る
「
延
宝
年
中
之
形
」
の
「
青
山
和
泉
守
」
の
屋
敷
地
【
図
二
】、「
文
化

八
未
年
之
形
」
の
「
青
山
下
野
守
」
の
屋
敷
地
【
図
三
】
と
見
比
べ
る
と
、【
図
一
】
に
描
か
れ
た
青
山
下
野
守
下
屋
敷
地
は
紀
州
徳
川
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【図一】元禄八年三月六日
の「青山下野守殿上ケ地」。
出典：「屋敷渡預絵図証文　元
禄八亥年従正月至三月」（国立
国会図書館所蔵、八〇七―一、
同館デジタルコレクション）。

【図二】延宝年中の青山和
泉守屋敷地。
出典：東京市編『御府内沿革
図書』第三篇上（東京市、一
九四三年、国立国会図書館デ
ジタルコレクション）所収、
「御府内往還其外沿革図書」十。

【図三】文化八年の青山下
野守屋敷地。
出典：同上。
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【図四】延宝年中の長谷川久
三郎下屋敷。
出典：「御府内場末往還其外沿革
図書」拾七下（国立国会図書館
所蔵、八〇二―三八、同館デジ
タルコレクション）。

【図五】嘉永元年の松平左京
大夫上屋敷・抱屋敷。
出典：同上。
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家
中
屋
敷
の
南
西
に
そ
の
ま
ま
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
が
分
か
る（
（1
（

。「
本
家
用
向
」
と
は
、
近
世
を
通
し
て
拡
張
を
続
け
た
紀
州
徳
川
家
中

屋
敷（

（1
（

の
土
地
拡
大
を
指
し
た
と
言
え
る
。
な
お
、
青
山
下
野
守
は
同
年
五
月
二
日
に
、
本
多
飛
騨
守
（
本
多
重
益
）
が
持
っ
て
い
た
関
口

の
屋
敷
を
敷
地
・
建
物
共
に
拝
領
し
た（

（1
（

。

「
寛
政
呈
譜
」
の
二
条
目
に
続
け
て
あ
る
よ
う
に
、
こ
う
し
て
伊
予
西
条
松
平
家
は
青
山
下
野
守
下
屋
敷
の
替
地
と
し
て
、
紀
州
徳
川

家
か
ら
「
渋
谷
下
屋
敷
」
の
内
二
万
坪
を
得
た
。
更
に
同
年
七
月
に
は
、
こ
の
二
万
坪
を
「
長
谷
川
五
兵
衛
渋
谷
下
屋
舗
四
万
坪
」、
す

な
わ
ち
旗
本
長
谷
川
久
三
郎
家
と
相
対
替
し
た
結
果
、
現
在
の
青
山
学
院
の
校
地
に
上
屋
敷
を
拝
領
し
た
。【
図
四
】
は
延
宝
年
間
の
長

谷
川
久
三
郎
家
の
下
屋
敷
、【
図
五
】
は
嘉
永
元
年
の
伊
予
西
条
松
平
家
上
屋
敷
・
抱
屋
敷
の
絵
図
で
あ
る（

（1
（

。

【
図
四
】・【
図
五
】
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
青
山
や
麻
布
と
地
続
き
の
こ
の
土
地
の
周
辺
に
は
大
名
や
旗
本
の
武
家
屋
敷
が
立
ち
並
ぶ

と
と
も
に
、
南
方
・
西
方
に
は
渋
谷
村
の
百
姓
地
が
広
が
っ
て
い
た
。
武
家
地
と
百
姓
地
の
接
点
で
あ
り
、
江
戸
市
中
と
近
郊
農
村
の
境

に
あ
っ
た
の
で
あ
る（

（1
（

。
天
保
八
（
一
八
三
七
）
年
、
伊
予
西
条
松
平
家
は
こ
こ
か
ら
南
に
地
続
き
の
下
渋
谷
村
百
姓
地
を
囲
い
込
み
、

【
図
五
】
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
抱
屋
敷
と
し
た（

（2
（

。
安
政
三
（
一
八
五
六
）
年
時
点
で
、「
青
山
百
人
町
、
下
渋
谷
村
」
の
上
屋
敷
四
万
坪
と

下
渋
谷
村
の
抱
屋
敷
四
七
三
八
坪
の
他
、
上
渋
谷
村
に
下
屋
敷
一
万
坪
と
抱
屋
敷
一
九
〇
五
坪
、
麻
布
本
村
に
家
来
の
借
地
住
宅
七
二
坪

を
有
し
た（

（2
（

。「
青
山
百
人
町
、
下
渋
谷
村
」
と
の
表
記
に
も
、
こ
の
土
地
が
青
山
と
渋
谷
の
境
に
あ
る
こ
と
が
表
れ
て
い
る
。
江
戸
市
中

の
例
に
漏
れ
ず
、
四
谷
や
赤
坂
周
辺
も
江
戸
時
代
を
通
じ
て
火
災
が
頻
発
し
て
い
た（

（2
（

。
伊
予
西
条
松
平
家
に
と
っ
て
、
火
災
を
契
機
に

よ
り
被
災
し
に
く
い
場
末
の
広
い
土
地
に
上
屋
敷
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
上
屋
敷
は
明
治
維
新
後
ま
で
一
七
〇

余
年
間
存
続
し
た
。

二
　
伊
予
西
条
松
平
家
か
ら
開
拓
使
へ

幕
府
に
代
わ
っ
て
明
治
政
府
が
江
戸
を
統
治
す
る
よ
う
に
な
り
、
慶
応
四
（
一
八
六
八
）
年
七
月
一
七
日
に
江
戸
は
東
京
と
改
称
さ
れ

た
。
明
治
維
新
に
よ
る
度
重
な
る
行
政
区
域
の
変
革
の
な
か
で
も
、
政
府
に
接
収
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
伊
予
西
条
松
平
家
の
上
屋
敷
は
こ

の
土
地
に
残
っ
て
い
た
。
西
村
氏
に
よ
る
と
、
明
治
維
新
期
の
伊
予
西
条
藩
主
松
平
頼
英
に
つ
い
て
、
目
立
っ
た
活
動
は
確
認
で
き
な
い
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と
い
う
。
松
平
頼
英
は
大
政
奉
還
か
ら
戊
辰
戦
争
に
か
け
て
の
時
期
に
は
江
戸
藩
邸
に
お
り
、
新
政
府
の
上
京
命
令
に
応
じ
て
慶
応
四
年

三
月
二
六
日
に
着
京
し
、
新
政
府
に
恭
順
し
た（

（2
（

。

以
後
の
松
平
頼
英
の
動
向
を
確
認
す
る
と
、
し
ば
ら
く
京
都
に
留
ま
っ
た
後
、
同
年
七
月
一
日
に
京
都
を
発
し
て
同
一
二
日
か
ら
伊
予

国
西
条
に
滞
在
し
た
。
こ
の
帰
国
は
持
病
の
療
養
と
、
代
々
江
戸
定
府
の
た
め
「
在
所
表
之
政
事
向
」
が
行
き
届
か
な
い
な
か
「
家
政
一

洗
臣
民
撫
育
仕
度
」
こ
と
を
名
目
と
し
た
。
松
平
頼
英
は
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
六
月
の
版
籍
奉
還
に
よ
り
西
条
藩
知
事
に
任
じ
ら
れ
、

明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
七
月
の
廃
藩
置
県
に
よ
り
西
条
県
が
置
か
れ
た
際
に
免
じ
ら
れ
た
。
廃
藩
に
伴
い
旧
知
事
の
帰
京
が
求
め
ら
れ

る
と
、
同
年
九
月
一
五
日
、
松
平
家
の
家
扶
は
東
京
府
に
「
私
邸
ニ
居
住
可
致
筈
ニ
御
座
候
処
、
同
所
大
破
修
理
出
来
仕
兼
候
間
、
当
分

西
条
県
出
張
所
長
屋
向
借
用
仕
度
奉
存
候
」
と
、「
私
邸
」
が
大
破
し
て
お
り
修
理
で
き
な
い
の
で
、
代
わ
り
に
「
西
条
県
出
張
所
長
屋
」

に
居
住
し
た
い
と
願
い
出
た
。
願
は
認
め
ら
れ
、
松
平
頼
英
は
同
月
二
九
日
に
麻
布
永
坂
町
の
西
条
県
出
張
所
長
屋
に
到
着
し
た（

（2
（

。

こ
こ
で
い
う
「
私
邸
」
は
、
従
来
の
伊
予
西
条
松
平
家
の
上
屋
敷
を
指
す
。
明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
七
月
八
日
、
諸
藩
が
東
京
府
下

に
置
く
藩
邸
と
藩
知
事
の
私
邸
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
ヶ
所
ず
つ
に
制
限
さ
れ
た（

（2
（

。
こ
れ
を
受
け
て
渋
谷
の
上
屋
敷
を
松
平
家
の
私
邸
、
麻

布
永
坂
町
の
長
屋（

（2
（

を
西
条
藩
の
藩
邸
（
廃
藩
置
県
後
は
西
条
県
出
張
所
）
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

先
の
や
り
取
り
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
他
の
東
京
府
下
の
武
家
屋
敷
の
例
に
漏
れ
ず
、
従
来
の
伊
予
西
条
松
平
家
上
屋
敷
も
荒
廃
し
て

い
た
。
明
治
天
皇
の
駒
場
野
行
幸
を
控
え
た
明
治
三
年
四
月
一
五
日
に
は
、
敷
地
内
南
東
の
「
僻
地
ヘ
積
置
候
枝
木
幷
木
小
屋
ヨ
リ
当
夜

五
ツ
時
出
火
、
同
所
不
残
焼
失
仕
候
」
と
、
敷
地
内
の
小
屋
が
全
焼
す
る
事
件
も
起
こ
っ
た
。「
尤
火
ノ
縁
無
之
場
所
ニ
付
如
何
成
火
生

ニ
テ
候
哉
相
分
不
申
候
」
と
あ
る
よ
う
に
出
火
原
因
は
不
明
で
、
管
理
不
行
届
き
の
た
め
見
廻
り
の
藩
士
二
名
が
謹
慎
三
日
の
処
分
を
受

け
た（

（2
（

。
前
述
の
通
り
、
藩
主
が
戊
辰
戦
争
中
よ
り
長
ら
く
東
京
を
離
れ
て
い
た
こ
と
も
、
屋
敷
の
荒
廃
に
拍
車
を
掛
け
た
だ
ろ
う
。

ち
ょ
う
ど
松
平
頼
英
が
東
京
に
到
着
し
た
明
治
四
年
九
月
二
九
日
に
は
、
従
来
の
藩
邸
で
あ
る
諸
県
の
官
邸
が
全
て
上
地
さ
れ
る
こ

と
、
す
な
わ
ち
麻
布
の
西
条
県
出
張
所
の
長
屋
も
政
府
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
通
達
さ
れ
た（

（2
（

。
そ
こ
で
一
〇
月
四
日
、
松
平
頼
英

は
東
京
府
に
次
の
願
書
を
提
出
し
た
。
願
書
で
は
、
居
住
中
の
麻
布
永
坂
町
西
条
県
出
張
所
長
屋
が
上
地
と
な
る
た
め
、「
渋
谷
私
邸
」

に
移
住
す
べ
き
と
こ
ろ
だ
が
、
大
破
し
て
お
り
居
住
で
き
な
い
と
事
情
を
述
べ
る
。
そ
こ
で
「
同
所
邸
宅
其
侭
返
上
仕
、
西
条
県
出
張
所
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と
御
振
替
拝
領
被
仰
付
候
様
仕
度
」
と
、「
渋
谷
私
邸
」
を
返
上
す
る
代
わ
り
に
、
上
地
さ
れ
る
予
定
の
「
西
条
県
出
張
所
」
を
代
替
地

と
し
て
拝
領
し
た
い
と
願
い
出
た
の
で
あ
る
。
こ
の
願
書
は
「
渋
谷
賜
邸
家
作
共
返
上
可
致
、
麻
布
長〔

永
〕坂
西
条
県
之
邸
宅
引
替
下
賜
候

事
」
と
認
め
ら
れ
、
長
年
に
わ
た
り
伊
予
西
条
松
平
家
が
所
有
し
て
き
た
渋
谷
の
屋
敷
は
政
府
に
引
き
渡
さ
れ
た（

（2
（

。

こ
う
し
て
政
府
に
上
地
さ
れ
た
屋
敷
は
、
開
拓
使
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
な
る
。
明
治
二
年
七
月
に
設
置
さ
れ
た
開
拓
使
は
、
国
内

外
か
ら
取
り
寄
せ
た
動
植
物
の
品
種
を
一
度
東
京
の
官
園
で
栽
培
・
繁
殖
し
て
、
北
海
道
の
「
地
味
ニ
適
当
仕
候
草
木
及
ヒ
牛
羊
等
」
を

選
び
出
し
移
植
す
る
計
画
を
立
て
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
「
東
京
府
下
ニ
於
テ
地
味
相
応
ノ
場
所
」
を
「
所
々
見
分
」
し
た
と
こ
ろ
、

「
渋
谷
松
平
英
頼
上
邸
四
万
坪
、
同
所
稲
葉
正
邦
上
邸
五
万
坪
余
、
堀
田
正
倫
上
邸
四
万
七
千
五
百
六
坪
余
、
地
勢
幷
土
質
ト
モ
至
極
可

然
趣
」
で
あ
る
と
判
明
し
た
。
東
京
府
と
の
打
合
せ
の
結
果
、
差
支
え
な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
こ
れ
ら
の
土
地
を
受
け
取
り
た
い

と
開
拓
使
は
政
府
に
伺
い
、
明
治
四
年
一
一
月
一
四
日
に
認
め
ら
れ
た（

（3
（

。

右
に
「
所
々
見
分
」
と
あ
る
よ
う
に
、
開
拓
使
は
一
〇
月
二
日
付
で
、
翌
三
日
に
「
下
渋
谷
西
条
邸
」（
松
平
頼
英
邸
）
と
「
渋
谷
淀

邸
」（
稲
葉
正
邦
邸
）
に
官
員
を
出
張
・
視
察
す
る
旨
を
、
各
々
に
通
達
す
る
よ
う
東
京
府
に
依
頼
し
て
い
た（
（3
（

。
こ
の
視
察
で
は
、
同
年

九
月
に
開
拓
使
嘱
託
に
任
命
さ
れ
た
津
田
仙
が
通
訳
と
し
て
、
開
拓
使
顧
問
ホ
ー
レ
ス
・
ケ
プ
ロ
ン
を
「
諸
所
方
々
へ
連
れ
て
歩
い
て
案

内
し
た
」。
い
く
つ
か
候
補
地
を
回
っ
た
末
に
黒
田
が
こ
の
土
地
を
提
案
し
、
人
夫
を
使
っ
て
土
地
を
平
坦
に
開
墾
さ
せ
、
視
察
し
た
ケ

プ
ロ
ン
が
同
意
し
て
決
定
し
た
と
い
う（

（3
（

。
開
拓
使
と
の
交
渉
を
示
す
史
料
が
な
い
た
め
詳
し
い
経
緯
は
不
明
だ
が
、
伊
予
西
条
松
平
家

は
開
拓
使
が
渋
谷
の
屋
敷
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
と
知
っ
た
上
で
、
麻
布
と
渋
谷
の
屋
敷
の
交
換
を
願
い
出
た
こ
と
に
な
る
。
伊
予
西
条

松
平
家
に
と
っ
て
は
広
く
荒
廃
し
た
渋
谷
の
屋
敷
地
の
代
わ
り
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
は
ず
の
麻
布
の
屋
敷
を
確
保
で
き
、
開
拓
使
に
と
っ

て
は
適
当
な
土
地
を
入
手
で
き
る
と
い
う
、
双
方
の
思
惑
が
一
致
し
た
交
渉
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

開
拓
使
が
入
手
し
た
広
大
な
土
地
に
は
官
園
が
設
け
ら
れ
た
。
開
拓
使
廃
止
後
の
明
治
一
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
開
拓
使
事
業
報
告
』

第
一
編
に
は
、「〔
明
治
四
年
〕
九
月
東
京
青
山
南
町
、
同
北
町
、
麻
布
新
笄
町
ヲ
本
使
用
地
ト
為
シ
、
南
町
ヲ
第
一
官
園
、
北
町
ヲ
第
二

官
園
、
笄
町
ヲ
第
三
官
園
ト
称
シ
、
東
京
出
張
所
農
業
課
管
理
ト
ス
」
と
記
さ
れ
る（

（3
（

。
こ
の
史
料
は
『
東
京
市
史
稿
』（
（3
（

に
引
用
さ
れ
、

『
新
北
海
道
史
』（

（3
（

を
は
じ
め
と
す
る
そ
の
後
の
多
く
の
研
究
も
、
開
拓
使
官
園
の
設
置
を
明
治
四
年
九
月
と
し
て
い
る
。
だ
が
先
述
の
よ
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う
に
、
九
月
時
点
で
開
拓
使
は
土
地
を
入
手
し
て
い
な
い
た
め
正
確
で
は
な
い
。
官
園
の
設
置
は
一
一
月
一
四
日
、
太
政
官
に
よ
る
土
地

の
引
き
渡
し
認
可
を
も
っ
て
見
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う（

（3
（

。

開
拓
使
の
東
京
官
園
は
第
一
・
第
二
・
第
三
の
三
つ
で
、
伊
予
西
条
松
平
家
上
屋
敷
の
跡
に
は
第
一
官
園
が
置
か
れ
た
。
敷
地
の
広
さ

は
史
料
に
よ
っ
て
異
な
り
、
明
治
四
年
一
一
月
一
四
日
の
太
政
官
の
認
可
時
に
は
四
〇
〇
〇
〇
坪（

（3
（

、「
開
拓
使
第
一
期
報
告
書　

自
明
治

八
年
七
月
至
同
九
年
六
月
」
に
は
三
六
二
八
六
坪（

（3
（

、『
開
拓
使
事
業
報
告
』
第
一
編
に
は
三
七
〇
六
六
坪
と
あ
る
。
時
期
は
不
明
だ
が
内

訳
が
分
か
る
『
開
拓
使
事
業
報
告
』
第
一
編
に
よ
る
と
、
第
一
官
園
三
七
〇
六
六
坪
は
果
樹
園
三
一
五
〇
三
坪
、
穀
菜
園
一
九
八
六
坪
、

牧
草
園
七
六
坪
、
建
物
地
一
五
三
〇
坪
、
丘
林
道
路
一
九
七
一
坪
か
ら
な
っ
て
い
た（

（3
（

。
畜
産
を
行
っ
た
第
三
官
園
に
対
し
、
第
一
・
第

二
官
園
は
農
作
物
や
果
樹
の
栽
培
を
行
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
産
の
様
々
な
雑
穀
、
蔬
菜
、
果
樹
、
牧
草
な
ど
が
植
え
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
購
入

や
園
中
の
縦
覧
が
可
能
だ
っ
た
。
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
三
月
に
呼
称
が
変
更
さ
れ
、
第
一
官
園
は
第
一
農
業
試
験
場
と
な
っ
た
。
明

治
一
五
（
一
八
八
二
）
年
二
月
の
開
拓
使
の
廃
止
に
先
立
ち
、
第
一
農
業
試
験
場
は
明
治
一
四
（
一
八
八
一
）
年
五
月
に
廃
止
さ
れ
た（
（4
（

。

三
　
開
拓
使
か
ら
田
中
三
四
郎
へ

明
治
四
年
一
一
月
の
設
置
か
ら
明
治
一
五
年
二
月
の
開
拓
使
の
廃
止
に
至
る
ま
で
の
東
京
官
園
の
土
地
の
転
用
に
つ
い
て
は
、
先
述
の

通
り
内
山
京
子
氏
が
検
討
を
加
え
て
い
る
。
概
略
を
述
べ
る
と
、
開
拓
使
の
廃
止
に
伴
い
、
第
一
農
業
試
験
場
の
敷
地
は
明
治
一
四
年
六

月
頃
か
ら
入
札
が
始
ま
り
、
八
月
に
京
橋
区
の
市
川
善
兵
衛
に
払
下
げ
ら
れ
た
。
第
二
農
業
試
験
場
は
明
治
一
五
年
に
内
務
省
へ
引
き
渡

さ
れ
た
。
第
三
農
業
試
験
場
は
明
治
一
三
年
に
一
部
が
黒
田
清
隆
に
払
下
げ
ら
れ
た
後
、
明
治
一
五
年
に
各
区
画
と
も
宮
内
省
に
移
管
さ

れ
、
御
料
地
と
し
て
活
用
さ
れ
た
。
た
だ
し
内
山
氏
は
、
第
一
農
業
試
験
場
跡
地
が
民
間
へ
の
払
下
げ
を
経
て
青
山
学
院
に
所
有
さ
れ
る

経
緯
を
『
青
山
学
院
九
十
年
史
』
に
拠
っ
て
い
る
た
め
、
本
節
と
次
節
で
は
別
の
史
料
も
用
い
て
新
た
に
検
討
を
加
え
た
い
。

明
治
一
四
年
六
月
二
日
、
開
拓
使
は
府
下
の
新
聞
に
「
当
使
官
用
地
赤
坂
区
青
山
南
町
七
丁
目
一
番
地
三
万
九
百
九
十
三
坪
余
、
同
北

町
七
丁
目
二
番
地
四
万
三
千
二
百
四
十
二
坪
同
所
添
地
五
万
四
十
坪
及
建
物
樹
木
苗
木
類
共
悉
皆
払
下
候
条
、
望
ノ
者
ハ
実
地
熟
覧
ノ
上

該
規
則
ニ
照
準
シ
来
ル
八
日
迄
ニ
芝
公
園
地
内
当
出
張
所
ヘ
入
札
差
出
ス
ベ
シ
」
と
の
広
告
を
出
し
た（

（4
（

。
こ
れ
を
受
け
て
第
一
農
業
試
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験
場
跡
に
は
入
札
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、「
代
価
不
相
当
」
の
た
め
払
下
げ
に
至
ら
ず
、
再
入
札
と
な
っ
た（
（4
（

。

結
果
、
京
橋
区
南
伝
馬
町
一
丁
目
八
番
地
の
市
川
善
兵
衛
が
八
五
〇
〇
円
で
落
札
し
、
八
月
一
七
日
付
で
地
券
を
授
与
さ
れ
た
。
地
券

台
帳
写
に
よ
る
と
、
そ
の
後
深
川
区
深
川
東
大
工
町
四
〇
番
地
の
塩
谷
良
翰
が
七
五
〇
〇
円
（
同
二
二
日
地
券
授
与
）、
北
多
摩
郡
府
中
駅

五
八
番
地
の
田
中
三
四
郎
が
二
五
〇
〇
円
（
明
治
一
五
年
六
月
一
七
日
地
券
授
与
）
で
購
入
し
、
最
終
的
に
東
京
英
学
校
会
社
が
五
九
〇
〇

円
（
明
治
一
六
年
一
月
一
九
日
地
券
授
与
）
で
購
入
し
た（
（4
（

。
市
川
善
兵
衛
は
上
の
京
橋
区
の
住
所
で
「
旅
人
宿
伊
東
屋
」
を
経
営
し
て
お

り
、
明
治
一
八
年
の
『
東
京
商
工
博
覧
絵
』
第
二
編
に
店
舗
の
様
子
が
掲
載
さ
れ
る
ほ
ど
の
商
人
だ
っ
た（

（4
（

。
塩
谷
良
翰
は
明
治
五
～
九

年
に
宮
城
県
や
青
森
県
の
参
事
を
、
明
治
一
一
～
一
六
年
に
第
六
十
国
立
銀
行
の
頭
取
を
務
め
た
人
物
で
あ
る（

（4
（

。
払
下
げ
の
直
前
で
あ

る
明
治
一
四
年
六
～
八
月
に
は
深
川
区
選
出
の
東
京
府
会
議
員
に
補
欠
選
挙
で
選
ば
れ
た
が
、
病
気
を
理
由
に
三
か
月
で
辞
職
し
て
い

た（
（4
（

。
田
中
三
四
郎
は
府
中
で
酒
屋
や
呉
服
商
、
旅
籠
屋
な
ど
を
代
々
営
ん
だ
豪
商
で
あ
る
。
幕
末
に
は
府
中
宿
の
脇
本
陣
と
な
り
、
そ

の
屋
敷
は
明
治
一
三
～
一
七
年
に
計
五
回
行
在
所
と
し
て
使
用
さ
れ
た
と
い
う（

（4
（

。
市
川
善
兵
衛
が
な
ぜ
こ
の
土
地
を
購
入
し
、
す
ぐ
塩

谷
良
翰
に
売
り
払
っ
た
か
は
不
明
だ
が
、
塩
谷
と
田
中
三
四
郎
の
関
係
は
判
明
す
る
。

東
京
都
公
文
書
館
が
所
蔵
す
る
公
文
書
の
簿
冊
中
に
、「
塩
谷
良
翰
青
山
南
町
旧
開
拓
使
用
地
跡
下
水
云
々
願
」
と
い
う
、
こ
の
土
地

を
め
ぐ
る
一
件
が
収
録
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。
開
拓
使
払
下
げ
地
の
周
囲
に
巡
ら
さ
れ
て
い
た
石
造
の
下
水
路
が
、
東
京
府
の
許
可
な
く
取
り

壊
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
東
京
府
が
元
通
り
築
造
す
る
よ
う
求
め
た
一
件
で
あ
る
。
明
治
七
年
四
月
三
〇
日
東
京
府
番
外
布
令
を
も
っ

て
、「
場
末
開
墾
地
」
で
あ
っ
て
も
「
在
来
之
下
水
石
垣
」
を
取
り
壊
す
場
合
は
東
京
府
へ
の
出
願
・
許
可
が
求
め
ら
れ
て
い
た（

（4
（

。
状
況

を
把
握
し
た
東
京
府
が
明
治
一
四
年
一
二
月
二
八
日
付
で
赤
坂
区
長
に
照
会
を
発
し
た
と
こ
ろ
、
翌
明
治
一
五
年
一
月
一
三
日
付
で
塩
谷

の
出
頭
代
人
朝
倉
泰
助
か
ら
、
左
の
「
御
答
」
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
明
治
一
四
年
八
月
に
「
地
所
家
作
木
石
共
一
式
買
受
」
け

た
塩
谷
は
、「
府
中
駅
田
中
三
四
郎
江
差
配
方
委
托
致
シ
、
猶
同
地
ニ
有
之
不
用
之
品
々
売
捌
等
も
同
断
委
任
」
し
て
い
た
と
い
う
。
九

月
九
日
の
『
読
売
新
聞
』
に
は
「
生
義
今
回
青
山
開
拓
使
第
一
号
園
を
払
下
げ
候
に
付
、
同
処
内
に
茲
れ
あ
る
花
木
並
に
盆
栽
鉢
物
通
り

を
本
月
十
一
日
正
午
十
二
時
限
入
札
公
売
仕
候
間
、
四
方
之
諸
君
御
来
臨
を
希
望
す
、
但
し
入
札
之
儀
ハ
即
日
眼
前
に
於
て
開
札
仕
候
」

と
い
う
「
青
山
南
町
七
丁
目
壱
番
地
旧
開
拓
使
跡　

田
中
」
の
「
入
札
払
公
告
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る（

（5
（

。
つ
ま
り
、
地
券
台
帳
上
で
は
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明
治
一
五
年
六
月
一
七
日
に
土
地
を
購
入
し
た
と
さ
れ
る
田
中
三
四
郎
は
、
実
際
に
は
前
年
の
払
下
げ
直
後
か
ら
塩
谷
良
翰
の
委
託
を
受

け
て
こ
の
土
地
に
関
係
し
て
お
り
、
開
拓
使
が
育
て
て
き
た
花
木
や
盆
栽
な
ど
の
売
却
に
携
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
御
答
」
に
よ
る
と
、
田
中
の
下
で
手
代
と
し
て
働
く
朝
倉
泰
助
は
、
土
地
の
周
囲
に
巡
ら
さ
れ
て
い
た
石
造
の
下
水
路
や
石
垣
を
、

東
京
府
へ
の
届
出
や
塩
谷
へ
の
申
出
な
く
取
り
崩
し
て
い
た
。
塩
谷
の
代
理
と
し
て
出
頭
し
た
朝
倉
は
、
石
で
は
な
く
木
で
元
の
形
通
り

下
水
を
修
繕
す
る
こ
と
を
願
い
出
た
。
し
か
し
東
京
府
は
一
月
二
七
日
、「
追
々
車
馬
繁
殖
之
折
柄
、
従
来
木
造
之
下
水
も
往
々
は
可
成

石
造
ニ
改
築
ア
リ
タ
キ
程
之
処
、
仮
令
右
下
水
損
所
ア
ル
モ
之
ヲ
補
フ
ニ
石
ヲ
以
テ
ス
ル
ハ
至
当
ニ
シ
テ
、
在
来
石
造
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
木
造

ニ
ナ
ス
ハ
道
路
保
存
上
ニ
も
関
シ
不
都
合
ト
相
考
ヘ
候
」
と
願
を
却
下
し
、
従
来
同
様
に
石
で
下
水
・
石
垣
を
修
繕
す
る
よ
う
指
令�

し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
二
月
九
日
、
塩
谷
の
代
理
と
し
て
田
中
三
四
郎
は
「
下
水
築
造
願
上
申
書
」
を
提
出
し
た
。
こ
の
土
地
の
来
歴
を
示
す

興
味
深
い
史
料
な
の
で
、
長
文
と
な
る
が
冒
頭
部
を
引
用
し
よ
う
。

一
私
儀
先
般
青
山
南
町
七
町
目
壱
番
地
旧
開
拓
使
第
壱
号
園
跡
ヲ
曩
キ
ノ
日
譲
リ
受
タ
ル
已
来
屡
考
ル
ニ
、
該
所
タ
ル
三
万
有
余
坪

漠
々
タ
ル
草
茅
場
所
ナ
ル
ニ
ヨ
リ
、
悉
皆
宅
地
券
面
ニ
而
は
当〔

到
〕底
維
持
法
モ
難
相
立
見
込
ニ
付
、
此
際
畑
地
ニ
御
改
正
可
相
願
心
底

ニ
而
、
已
ニ
家
屋
ヲ
取
崩
シ
園
中
ヲ
開
墾
シ
、
且
ツ
周
囲
下
水
之
内
路
ヲ
調
査
致
シ
稍
々
思
案
仕
候
処
、
該
下
水
タ
ル
哉
昔
日
松
平

左
京
大
夫
殿
御
所
有
中
ニ
御
築
造
相
成
候
者
ト
見
受
ケ
、
凸
凹
タ
ル
古
石
ヲ
以
築
造
シ
有
之
、
且
ツ
数
年
間
ノ
久
シ
キ
御
手
入
等
も

無
之
ト
相
見
ヘ
欠
崩
れ
等
之
ケ
所
モ
不
少
、
既
ニ
過
伴〔

半
〕已
上
は
泥
土
而
已
ニ
シ
テ
古
石
之
形
モ
無
之
程
ニ
テ
全
ク
下
水
路
之
体
面
ヲ

存
シ
候
迄
ニ
止
リ
、
水
路
分
離
ノ
為
筋
ニ
も
難
相
成
ト
思
案
仕
、
忽
然
新
調
可
仕
命
案
茲
ニ
起
リ
候
。

三
万
坪
余
も
の
広
く
草
深
い
土
地
を
宅
地
と
し
て
維
持
す
る
見
込
み
が
立
た
な
い
こ
と
か
ら
、
畑
地
と
し
て
利
用
し
よ
う
と
家
屋
を
取

り
壊
し
開
墾
を
進
め
て
い
た
と
田
中
は
述
べ
る
。
先
に
伊
予
西
条
松
平
家
の
屋
敷
の
荒
廃
に
つ
い
て
指
摘
し
た
が
、
表
門
や
表
長
屋
と
い

っ
た
外
郭
施
設
は
取
り
壊
さ
れ
ず
に
引
き
継
が
れ
て
開
拓
使
に
使
用
さ
れ
て
い
た（

（5
（

。
こ
れ
ら
の
建
物
は
、
開
拓
使
か
ら
払
下
げ
ら
れ
た

明
治
一
四
年
時
点
で
田
中
ら
に
よ
っ
て
取
り
壊
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

陸
軍
省
が
明
治
五
年
四
月
に
各
府
県
へ
達
し
た
「
全
国
地
理
図
誌
編
輯
」
の
要
求
に
応
じ
、
明
治
七
年
に
か
け
て
東
京
府
が
編
纂
し
た
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「
東
京
府
志
料
」
に
は
、
こ
の
土
地
を
含
む
第
八
大
区
一
小
区
志
の
「
総
記
」
と
し
て
「
区
内
一
新
前
旧
幕
府
庶
士
邸
宅
櫛
比
セ
リ
、
一

新
後
過
半
毀
撤
シ
上
地
ト
ナ
リ
桑
田
茶
圃
多
ク
景
況
寥
落
タ
リ
」
と
記
さ
れ
た（

（5
（

。
維
新
前
に
は
櫛
の
歯
の
よ
う
に
す
き
ま
な
く
並
ん
で

い
た
大
名
・
旗
本
の
武
家
屋
敷
の
多
く
は
、
維
新
後
に
は
荒
廃
・
上
地
と
な
り
、
ま
た
桑
茶
令
の
影
響
で
開
墾
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る（

（5
（

。

田
中
も
こ
う
し
た
状
況
を
勘
案
し
、
第
一
農
業
試
験
場
跡
地
を
畑
地
と
し
て
利
用
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

田
中
が
見
た
と
こ
ろ
、
下
水
路
は
伊
予
西
条
松
平
家
に
よ
り
築
造
さ
れ
た
後
、
手
入
れ
さ
れ
ず
古
石
の
形
も
分
か
ら
な
い
ほ
ど
崩
れ
て

い
た
と
い
う
。
下
水
路
は
建
物
と
共
に
土
地
に
付
属
し
て
払
下
げ
ら
れ
た
の
だ
か
ら
、「
築
造
其
他
手
入
等
之
儀
は
該
地
所
持
主
之
権
内

ニ
属
シ
候
」
と
認
識
し
て
い
た
。
周
囲
に
巡
ら
さ
れ
て
い
た
「
凸
凹
石
有
之
」
石
造
の
下
水
路
を
全
て
取
り
壊
し
、
木
材
で
新
調
し
よ
う

と
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
東
京
府
の
照
会
を
受
け
、
届
出
・
許
可
が
必
要
と
知
っ
た
と
釈
明
す
る
。「
必
ス
道
路
上
且
ツ
下
水
路
之
一
切
差

支
無
之
様
堅
固
ニ
築
造
」
す
る
の
で
木
材
で
築
造
し
た
い
と
田
中
は
再
び
願
い
出
た
が
、
東
京
府
は
「
元
形
之
通
石
造
下
水
速
ニ
営
築
」

す
べ
し
と
再
度
指
令
し
た
。

右
の
上
申
書
に
お
け
る
田
中
の
弁
明
は
、
建
前
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
後
述
す
る
東
京
英
学
校
会
社
の
社
長
を
務
め
た
栗
村

左
衛
八
の
回
想
に
よ
る
と
、
田
中
は
「
周
囲
ノ
石
垣
ニ
テ
幾
分
ノ
利
益
ヲ
得
」
て
い
た
と
い
う（

（5
（

。
田
中
が
石
垣
・
下
水
路
を
取
り
壊
し

た
の
は
、
そ
れ
ら
が
単
に
古
び
て
い
た
か
ら
で
は
な
く
、
花
木
や
盆
栽
と
い
っ
た
開
拓
使
が
遺
し
た
財
産
と
同
様
に
売
却
す
る
た
め
だ
っ

た
可
能
性
が
高
い
。
既
に
売
却
を
済
ま
せ
て
い
た
が
ゆ
え
に
、
田
中
は
木
材
で
新
築
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
の
だ
ろ
う
。
残
念
な
が
ら
、

東
京
府
か
ら
指
令
を
受
け
た
後
の
田
中
の
対
応
は
、
元
通
り
修
繕
し
た
か
否
か
も
含
め
て
不
明
で
あ
る
。

四
　
開
拓
使
か
ら
御
料
地
へ

な
お
、
開
拓
使
第
一
農
業
試
験
場
跡
地
の
う
ち
現
在
青
山
学
院
中
等
部
の
一
角
と
な
っ
て
い
る
学
院
南
東
の
一
帯
は
、
三
で
見
た
民
間

へ
の
払
下
げ
と
は
異
な
る
経
緯
を
辿
っ
た
。
明
治
一
三
年
七
月
三
〇
日
、
開
拓
長
官
黒
田
清
隆
名
義
で
「
一
号
農
業
試
験
場
」
の
う
ち

「
現
今
不
用
ニ
相
成
候
」
六
〇
七
二
坪
五
合
七
勺
を
返
付
す
る
旨
が
上
申
さ
れ
た（

（5
（

。
だ
が
一
二
月
三
日
、
東
京
府
知
事
松
田
道
之
か
ら
内

務
卿
に
「
官
有
地
払
下
之
儀
伺
」
が
提
出
さ
れ
た
。
こ
の
「
赤
坂
区
青
山
南
町
七
丁
目
一
番
地
之
内
過
般
開
拓
使
返
付
地
」
に
つ
い
て
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「
隣
地
南
豊
島
郡
下
渋
谷
村
三
百
七
番
地
黒
田
清
隆
ヨ
リ
払
下
之
儀
出
願
」
が
あ
り
取
調
べ
た
と
こ
ろ
、「
該
地
ハ
袋
地
ニ
付
入
札
払
ニ
モ

難
取
計
、
到
底
隣
地
江
附
属
候
半
テ
ハ
難
相
成
地
形
」
で
あ
る
た
め
、
出
願
を
聞
き
届
け
黒
田
に
代
価
を
も
っ
て
払
下
げ
た
い
と
伺
っ
た

の
で
あ
る（

（5
（

。
以
上
の
史
料
か
ら
内
山
京
子
氏
は
、
旧
第
三
農
業
試
験
場
跡
の
う
ち
羽
根
沢
・
常
盤
松
・
氷
川
裏
の
一
帯
が
代
価
を
も
っ

て
黒
田
に
払
下
げ
ら
れ
た
と
し
て
い
る（

（5
（

。

し
か
し
、
右
の
史
料
は
子
細
に
読
む
と
羽
根
沢
・
常
盤
松
・
氷
川
裏
の
一
帯
を
示
し
て
い
な
い
。
第
三
農
業
試
験
場
跡
で
黒
田
に
払
下

げ
ら
れ
た
そ
れ
ら
の
土
地
と
、「
赤
坂
区
青
山
南
町
七
丁
目
一
番
地
」
の
「
一
号
農
業
試
験
場
」
は
別
の
土
地
で
あ
る
。
内
務
省
地
理
局

が
明
治
二
一
年
に
刊
行
し
た
「
東
京
実
測
全
図
」【
図
六（

（5
（

】
で
確
認
す
る
と
、「
公
文
附
属
の
図
」【
図
七
】
に
描
か
れ
た
開
拓
使
返
付
地

は
、
青
山
南
町
七
丁
目
一
番
地
の
南
東
部
分
と
形
状
が
一
致
す
る
。
ま
た
「
隣
地
南
豊
島
郡
下
渋
谷
村
三
百
七
番
地
」
は
、「
東
京
実
測

全
図
」
で
常
盤
松
に
あ
り
、
直
に
接
し
て
は
い
な
い
が
一
区
画
を
隔
て
て
開
拓
使
返
付
地
の
「
隣
地
」
に
あ
た
る
こ
と
が
分
か
る（

（5
（

。

更
に
、
こ
の
開
拓
使
返
付
地
の
黒
田
へ
の
払
下
げ
も
実
現
し
な
か
っ
た
。
明
治
一
四
年
二
月
、「
黒
田
清
隆
代
理
下
渋
谷
村
十
四
番
地

開
拓
使
三
号
試
験
場
邸
内
寄
留
鹿
児
島
県
士
族
井
上
貞
教
」
か
ら
「
地
所
御
払
願
下
願
書
下
戻
之
儀
願
」
が
東
京
府
に
出
願
さ
れ
た
。
先

の
「
青
山
南
町
七
丁
目
壱
番
地
」
の
六
〇
七
二
坪
五
合
七
勺
の
払
下
げ
願
書
を
取
下
げ
る
内
容
で
、
二
月
二
三
日
に
東
京
府
に
認
め
ら
れ

た（
（6
（

。
結
果
と
し
て
明
治
一
三
年
七
月
三
〇
日
の
上
申
通
り
、
こ
の
六
〇
七
二
坪
余
の
土
地
は
開
拓
使
か
ら
東
京
府
に
返
付
さ
れ
た
。
明

治
一
四
年
八
月
に
開
拓
使
か
ら
市
川
善
兵
衛
に
払
下
げ
ら
れ
た
三
〇
九
九
三
坪
余
は
、
第
一
農
業
試
験
場
の
土
地
三
七
〇
六
六
坪
（『
開

拓
使
事
業
報
告
』
第
一
編
）
か
ら
こ
の
六
〇
七
二
坪
を
引
い
た
面
積
に
相
当
す
る（
（6
（

。

黒
田
へ
の
払
下
げ
が
実
現
し
な
か
っ
た
こ
と
で
、
明
治
一
三
年
一
二
月
三
日
の
東
京
府
伺
が
指
摘
し
た
「
該
地
ハ
袋
地
ニ
付
入
札
払�

ニ
モ
難
取
計
、
到
底
隣
地
江
附
属
候
半
テ
ハ
難
相
成
地
形
」
と
い
う
問
題
が
残
っ
た
ま
ま
、
こ
の
【
図
七
】
の
土
地
は
取
り
扱
わ
れ
て�

い
く
。

ま
ず
明
治
一
四
年
一
一
月
、
東
京
府
は
井
上
馨
外
務
卿
が
推
進
す
る
外
国
人
接
待
所
（
鹿
鳴
館
）
建
築
の
補
助
費（
（6
（

と
す
る
た
め
、
不
要

の
官
有
地
・
建
物
を
払
下
げ
る
旨
を
伺
い
、
翌
年
二
月
に
内
務
省
の
決
裁
を
得
た
。
そ
の
一
つ
と
し
て
こ
の
土
地
も
六
〇
七
円
二
五
銭
五

厘
（
一
坪
あ
た
り
一
〇
銭
）
で
払
下
げ
ら
れ
る
は
ず
だ
っ
た
が
、「
袋
地
ニ
シ
テ
通
路
無
之
故
ニ
其
侭
公
売
ニ
付
シ
難
ク
、
当
時
隣
地
々
主
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【図六】明治二一年の青山南町七丁目周辺の地図。
出典：「五号　東京実測図　赤坂区、南豊島郡　三幀ノ二（代々木村、隠田村、渋谷村）」、「七号　
東京実測図　荏原郡、南豊島郡　四幀ノ二（中目黒村、宝泉寺）」（東京都公文書館所蔵、六五四―
一一―下―一〇）を加工。

【図七】明治一三年七月三〇日開拓使上申中の「農業壱号試験
場東南辺界地実測図」。
出典：「公文附属の図・一八四号 農業第一号試験場東南辺界地実測図」
（国立公文書館所蔵、附A〇〇一八四一〇〇）。
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ニ
於
テ
モ
払
受
希
望
不
致
」
と
、
道
路
に
接
し
て
い
な
い
「
袋
地
」
で
あ
る
た
め
公
売
に
付
さ
れ
る
こ
と
も
、
隣
地
の
東
京
英
和
学
校
が

払
下
げ
を
希
望
す
る
こ
と
も
な
く
、
手
つ
か
ず
と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
明
治
一
八
年
七
月
、
東
京
府
は
こ
の
土
地
を
払
下
げ
る
た
め
、

袋
地
の
北
端
に
接
す
る
東
京
英
和
学
校
の
土
地
一
三
坪
九
合
（
代
金
二
円
七
八
銭
）
を
買
上
げ
、
こ
こ
を
間
口
と
し
て
道
路
に
接
す
る
よ
う

処
置
し
た
。
ま
た
東
京
英
和
学
校
の
土
地
を
青
山
南
町
七
丁
目
一
番
地
一
号
、
こ
の
官
有
地
を
同
二
号
と
定
め
た（

（6
（

。

こ
う
し
て
準
備
が
整
っ
た
翌
八
月
、
こ
の
土
地
は
入
札
に
よ
り
払
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、「
地
所
払
下
広
告
」
が
府
下
の
新
聞
諸

紙
に
三
日
間
掲
載
さ
れ
た（

（6
（

。
な
お
、
こ
の
土
地
に
は
開
拓
使
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
「
矮
小
ナ
ル
林
檎
木
数
十
本
」
が
植
え
ら
れ
て
い
た

が
、「
培
養
ヲ
加
ヘ
サ
ル
モ
ノ
ニ
テ
僅
カ
ニ
荊
棘
之
間
ニ
生
息
ヲ
保
チ
候
姿
」
で
あ
り
、
成
木
に
育
て
る
の
に
「
労
費
」
を
要
す
る
た
め
、

広
告
に
掲
げ
ず
落
札
者
に
下
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た（

（6
（

。
だ
が
入
札
を
行
っ
た
も
の
の
、
い
ず
れ
も
「
代
価
不
適
当
」
の
た
め
払
下

げ
に
至
ら
な
か
っ
た
。

ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
、
芝
公
園
に
設
け
ら
れ
て
い
た
増
上
寺
学
寮
地（

（6
（

が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
替
地
を
与
え
て
学
寮
を
移
転
さ
せ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
東
京
府
に
選
ば
れ
た
の
が
、
払
下
げ
ら
れ
て
お
ら
ず
「
人
家
ヲ
離
レ
学
徒
ヲ
養
成
セ
シ
ム
ル
ニ
適
当
之
地
」

に
あ
る
こ
の
土
地
で
あ
っ
た
。
東
京
府
の
伺
は
明
治
一
九
年
二
月
六
日
に
内
務
省
に
認
め
ら
れ
、
こ
の
土
地
は
「
増
上
寺
学
寮
換
地
」
と

し
て
、
学
寮
の
移
転
時
に
増
上
寺
へ
下
げ
渡
す
こ
と
に
決
ま
っ
た（

（6
（

。

た
だ
そ
の
後
、
こ
の
官
有
地
に
増
上
寺
の
学
寮
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
代
わ
り
に
青
山
南
町
六
丁
目
一
三
六
番
地
平

民
の
田
中
弁
次
郎
と
い
う
人
物
が
、
こ
の
官
有
地
の
拝
借
を
明
治
一
九
年
四
月
一
五
日
に
東
京
府
に
願
い
出
た
。
田
中
は
「
芝
茅
等
蔓
延

荒
蕪
地
同
様
之
姿
」
と
な
っ
て
い
た
こ
の
土
地
を
「
開
墾
」
し
「
畑
作
」
を
営
む
つ
も
り
だ
っ
た
よ
う
で
、
こ
の
土
地
六
〇
八
六
坪
四
合

七
勺
を
一
年
あ
た
り
七
円
三
〇
銭
四
厘
（
百
坪
に
つ
き
一
二
銭
）
で
借
り
上
げ
た
い
と
し
た
。
学
寮
が
移
転
す
る
時
期
が
い
つ
に
な
る
か
見

込
み
も
な
か
っ
た
の
で
、
増
上
寺
の
了
承
も
受
け
、
東
京
府
は
明
治
二
一
年
一
二
月
ま
で
を
期
限
に
官
有
地
を
田
中
に
貸
し
渡
し
た（

（6
（

。

同
年
五
月
と
七
月
に
は
、
生
育
し
て
い
た
茅
二
六
七
〇
束
、
損
木
六
二
一
本
の
薪
二
〇
〇
束
が
そ
れ
ぞ
れ
五
円
五
銭
、
六
円
で
払
い
下
げ

ら
れ
た（

（6
（

。

増
上
寺
学
寮
の
移
転
予
定
地
で
あ
り
つ
つ
、
実
際
に
は
田
中
弁
次
郎
が
拝
借
し
て
畑
作
を
営
む
と
い
う
状
況
が
続
い
た
明
治
二
一
年
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に
、
こ
の
土
地
は
南
方
に
接
す
る
南
豊
島
第
四
御
料
地
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
開
拓
使
第
三
農
業
試
験
場
の
跡
地
の

う
ち
常
盤
松
の
一
帯
で
、
黒
田
へ
の
払
下
げ
を
経
て
明
治
一
五
年
一
一
月
に
宮
内
省
の
皇
宮
地
と
な
り
、
明
治
二
〇
年
に
南
豊
島
第
四
御

料
地
と
改
称
さ
れ
て
い
た（

（7
（

。
背
景
は
不
明
だ
が
、
明
治
二
一
年
一
〇
月
二
七
日
に
御
料
局
か
ら
東
京
府
に
あ
て
、「
該
地
所
今
般
帝
室
ニ

於
テ
御
要
用
之
義
有
之
、
官
有
地
第
一
種
皇
宮
地
附
属
地
ヘ
御
編
入
」
し
た
い
旨
照
会
が
あ
っ
た
。
御
料
局
は
編
入
す
る
増
上
寺
学
寮
の

移
転
予
定
地
の
替
地
と
し
て
、
南
豊
島
郡
下
渋
谷
村
一
四
番
地
の
南
豊
島
第
二
御
料
地
の
う
ち
五
一
〇
九
坪
一
勺
を
挙
げ
て
お
り
、
東
京

府
・
増
上
寺
と
も
に
そ
れ
を
受
け
入
れ
た
。
明
治
二
一
年
一
一
月
一
五
日
、
御
料
局
や
赤
坂
区
役
所
の
官
員
、
隣
接
す
る
東
京
英
和
学
校

の
持
主
代
人
元
良
勇
次
郎
の
立
会
の
も
と
、
こ
の
土
地
は
御
料
局
に
引
き
渡
さ
れ
た
。
こ
れ
に
伴
い
畑
作
を
し
て
い
た
田
中
弁
次
郎
は
、

作
物
を
引
き
払
い
拝
借
地
を
返
却
し
た（

（7
（

。

時
代
は
下
る
が
、
こ
の
土
地
の
そ
の
後
を
辿
り
た
い
。
明
治
三
一
年
一
〇
月
、
大
日
本
農
会
附
属
東
京
農
学
校
が
こ
の
土
地
を
含
む
常

盤
松
の
御
料
地
を
借
用
し
、
校
舎
を
建
築
の
上
移
転
し
て
き
た
。
同
校
は
小
石
川
に
校
舎
を
構
え
て
い
た
が
、
前
年
の
暴
風
雨
で
倒
壊

し
、
別
の
土
地
へ
の
移
転
を
検
討
し
て
い
た
。
御
料
地
へ
の
移
転
に
際
し
て
は
、
同
校
の
関
係
者
が
前
校
主
榎
本
武
揚
に
助
力
を
求
め
、

加
え
て
か
つ
て
御
料
局
長
や
大
日
本
農
会
の
幹
事
長
を
務
め
た
品
川
弥
二
郎
の
尽
力
も
得
て
、
土
地
の
借
用
に
成
功
し
た
と
い
わ
れ
て
い

る（
（7
（

。
東
京
農
学
校
は
後
に
東
京
農
業
大
学
と
な
り
、
こ
の
土
地
に
戦
後
ま
で
所
在
し
た
。
昭
和
二
三
年
に
同
大
学
の
移
転
に
伴
い
、
六

五
九
一
坪
の
土
地
と
建
物
を
青
山
学
院
が
購
入
し
た（

（7
（

。

五
　
田
中
三
四
郎
か
ら
東
京
英
学
校
会
社
へ

時
代
を
戻
し
て
、
三
に
続
く
田
中
三
四
郎
か
ら
東
京
英
学
校
会
社
へ
の
土
地
移
動
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
、
青
山
学
院
の
前
身
校
の
歴

史
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
青
山
学
院
は
、
明
治
七
年
創
立
の
女
子
小
学
校
、
明
治
一
一
年
創
立
の
耕
教
学
舎
、
明
治
一
二
年
創

立
の
美
會
神
学
校
の
三
つ
の
学
校
を
源
流
と
す
る
。
こ
の
う
ち
横
浜
山
手
二
二
一
番
地
に
あ
っ
た
美
會
神
学
校
と
メ
ソ
ジ
ス
ト
監
督
教
会

日
本
宣
教
部
は
、
横
浜
か
ら
東
京
へ
の
移
転
を
計
画
し
て
い
た
。
明
治
一
五
年
一
月
、
J
・
F
・
ガ
ウ
チ
ャ
ー
の
提
案
に
よ
り
、
ア
メ
リ

カ
の
メ
ソ
ジ
ス
ト
監
督
教
会
伝
道
局
は
「
大
学
」（A

nglo Japanese U
niversity of Tokio

）
の
設
立
、
美
會
神
学
校
と
日
本
宣
教
部
の
東
京
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移
転
な
ど
を
決
議
し
た
。
一
方
、
耕
教
学
舎
は
明
治
一
四
年
四
月
に
東
京
英
学
校
に
改
称
し
た
後
、
京
橋
区
銀
座
三
丁
目
一
九
番
地
の
旧

原
女
学
校
校
舎
に
移
っ
た
。
同
年
一
二
月
よ
り
麻
布
区
新
堀
町
八
番
地
に
あ
る
津
田
仙
の
学
農
社
農
学
校
と
同
居
し
、
更
に
明
治
一
五
年

三
月
よ
り
京
橋
区
築
地
二
丁
目
一
三
番
地
の
平
野
活
版
所
の
一
角
へ
移
る
な
ど
、
校
舎
を
転
々
と
し
て
い
た
。
東
京
英
学
校
と
美
會
神
学

校
は
明
治
一
五
年
九
月
に
合
同
し
、
引
き
続
き
築
地
二
丁
目
一
三
番
地
の
東
京
英
学
校
と
し
て
教
育
を
続
け
て
い
た（

（7
（

。

こ
れ
と
並
行
し
て
、
メ
ソ
ジ
ス
ト
監
督
教
会
日
本
宣
教
部
の
総
理
R
・
S
・
マ
ク
レ
イ
は
、
明
治
一
四
～
一
五
年
に
か
け
て
ア
メ
リ
カ

に
滞
在
し
、
ガ
ウ
チ
ャ
ー
や
メ
ソ
ジ
ス
ト
監
督
教
会
伝
道
局
と
日
本
宣
教
に
つ
い
て
討
議
し
て
い
た
。
ガ
ウ
チ
ャ
ー
の
「
大
学
」
設
立
の

意
向
を
日
本
に
伝
え
た
と
こ
ろ
、
明
治
一
五
年
二
月
二
三
日
付
で
美
會
神
学
校
校
長
M
・
S
・
ヴ
ェ
イ
ル
か
ら
マ
ク
レ
イ
宛
に
書
翰
が
送

ら
れ
て
き
た
。
そ
の
書
翰
を
読
ん
だ
マ
ク
レ
イ
に
よ
る
と
、
ヴ
ェ
イ
ル
や
津
田
仙
は
「
大
学
」
設
立
に
賛
成
し
て
お
り
、
そ
の
敷
地
と
し

て
津
田
邸
近
辺
の
土
地
や
、
で
き
れ
ば
開
拓
使
の
土
地
を
購
入
し
た
い
と
津
田
は
考
え
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
外
国
人
は
居
留
地
外
の

土
地
を
購
入
で
き
な
い
が
、
日
本
の
会
社
の
名
義
で
あ
れ
ば
可
能
で
あ
る
と
の
駐
日
米
国
公
使
ビ
ン
ガ
ム
の
意
見
を
得
て
い
た
と
あ
る（

（7
（

。

早
く
も
明
治
一
五
年
二
月
時
点
で
、
以
降
の
土
地
取
得
の
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。

同
年
一
一
月
二
八
日
付
の
ガ
ウ
チ
ャ
ー
宛
マ
ク
レ
イ
書
翰
に
よ
る
と
、
そ
の
後
津
田
仙
、
生
島
閑
、
諸
星
帰
一
、
栗
村
左
衛
八
、
小
林

謙
一
郎
の
五
名
か
ら
な
る
委
員
会
が
結
成
さ
れ
、
三
つ
の
土
地
を
候
補
地
と
し
た
。
一
つ
目
は
津
田
の
学
農
社
農
学
校
近
く
の
約
一
〇
エ

ー
カ
ー
の
土
地
、
二
つ
目
は
同
じ
く
学
農
社
農
学
校
の
北
一
マ
イ
ル
に
あ
る
一
二
エ
ー
カ
ー
の
土
地
、
三
つ
目
は
約
二
五
エ
ー
カ
ー
の
開

拓
使
第
一
農
業
試
験
場
跡
で
あ
る
。
当
初
は
学
農
社
農
学
校
の
近
く
に
「
大
学
」
を
設
置
す
る
考
え
だ
っ
た
が
、
敷
地
の
広
さ
、
価
格
の

安
さ
、
環
境
の
良
さ
、
健
康
的
な
土
地
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
鑑
み
、
委
員
会
は
全
会
一
致
で
開
拓
使
の
跡
地
に
決
定
し
て
購
入
準
備
を
進

め
て
い
る
と
マ
ク
レ
イ
は
報
告
し
た（

（7
（

。

一
方
、
大
正
一
二
（
一
九
二
三
）
年
に
お
け
る
ソ
ー
パ
ー
の
回
想
や
そ
れ
を
利
用
し
た
『
青
山
学
院
九
十
年
史
』
に
よ
る
と
、
第
一
農

業
試
験
場
跡
が
校
地
候
補
と
な
っ
た
の
は
か
な
り
後
の
こ
と
だ
っ
た
と
い
う
。
津
田
は
学
農
社
農
学
校
に
近
い
、
僧
侶
が
所
有
す
る
八
な

い
し
は
一
〇
エ
ー
カ
ー
の
麻
布
の
土
地
を
購
入
す
る
よ
う
助
言
し
、
手
付
金
も
支
払
わ
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
な
か
、
敷
地
購
入
の
委
員

で
あ
る
生
島
閑
が
ソ
ー
パ
ー
の
「
家
に
駆
込
ん
で
来
て
、
東
京
の
南
西
部
青
山
と
称
す
る
地
区
に
於
て
、
よ
り
広
大
に
し
て
遙
か
に
有
望
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な
る
土
地
を
発
見
し
た
こ
と
、
そ
れ
は
約
三
万
坪
か
ら
成
り
、
一
坪
僅
か
に
二
十
銭
と
い
ふ
極
め
て
穏
当
な
る
価
格
で
あ
る
こ
と
を
語
つ

た
」。
ソ
ー
パ
ー
と
マ
ク
レ
イ
は
青
山
を
訪
ね
て
こ
の
土
地
に
魅
了
さ
れ
、
早
速
委
員
会
を
開
い
て
こ
の
問
題
を
議
論
し
た
が
、
津
田
は

学
農
社
農
学
校
近
く
の
土
地
を
手
放
す
こ
と
に
反
対
し
、
賛
成
の
生
島
と
議
論
は
分
か
れ
た
。
し
か
し
二
度
目
の
会
合
で
は
津
田
も
賛
成

に
回
り
、
青
山
の
土
地
を
購
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
説
明
さ
れ
る（

（7
（

。

津
田
の
態
度
に
関
す
る
史
料
間
の
矛
盾
を
ど
う
理
解
す
る
か
は
難
し
い
。
先
述
の
よ
う
に
、
津
田
は
明
治
四
年
の
開
拓
使
に
よ
る
こ
の

土
地
の
入
手
に
立
ち
会
っ
た
人
物
で
あ
る
。
開
拓
使
を
辞
職
後
も
、
明
治
一
三
年
に
依
頼
を
受
け
て
『
北
海
道
開
拓
雑
誌
』
を
創
刊
す
る

な
ど
、
農
学
者
と
し
て
開
拓
使
と
の
関
係
を
持
ち
続
け
て
い
た（

（7
（

。
第
一
～
第
三
農
業
試
験
場
跡
地
の
行
方
に
も
当
然
強
い
関
心
を
有
し

て
い
た
だ
ろ
う
。
推
測
と
な
る
が
、
津
田
は
第
一
農
業
試
験
場
跡
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
も
、
そ
れ
が
近
い
う
ち
に
売
り
に
出
さ
れ
る
か
分

か
ら
な
か
っ
た
た
め
、
学
農
社
農
学
校
近
く
の
土
地
を
購
入
す
る
こ
と
で
、
移
転
を
繰
り
返
す
東
京
英
学
校
の
校
地
を
早
急
に
定
め
よ
う

と
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
生
島
閑
が
果
た
し
た
役
割
は
、
青
山
の
土
地
の
発
見
と
い
う
よ
り
は
、
田
中
三
四
郎
が
こ
の
土
地
を
手
放
す

情
報
を
入
手
し
た
点
に
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う（

（7
（

。

以
降
の
田
中
三
四
郎
と
の
交
渉
に
つ
い
て
は
、
三
で
挙
げ
た
大
正
一
一
年
に
お
け
る
栗
村
左
衛
八
の
回
想
が
そ
の
一
端
を
述
べ
て
い

る
。
こ
の
回
想
は
栗
村
が
青
山
の
土
地
の
情
報
を
も
た
ら
し
た
と
す
る
よ
う
な
書
き
ぶ
り
で
、
自
身
の
関
与
を
強
調
す
る
き
ら
い
が
あ

る
。
た
だ
、
委
員
の
う
ち
津
田
仙
は
学
農
社
、
生
島
閑
は
大
蔵
省
、
小
林
謙
一
郎
は
東
京
英
学
校
の
仕
事
が
あ
っ
た
た
め
、
栗
村
と
諸
星

帰
一
が
田
中
三
四
郎
と
の
交
渉
を
担
当
し
た
と
し
て
お
り
、
こ
の
点
は
あ
る
程
度
信
頼
で
き
よ
う
。
栗
村
は
諸
星
と
と
も
に
「
ガ
タ
ク
リ

馬
車
」（
乗
合
馬
車
）
で
国
分
寺
（
よ
り
正
確
に
は
府
中
）
の
田
中
三
四
郎
宅
ま
で
二
・
三
度
通
い
交
渉
し
た
。
田
中
は
八
〇
〇
〇
円
以
下
で

は
譲
ら
な
い
、
栗
村
ら
は
六
〇
〇
〇
円
以
上
で
は
高
す
ぎ
る
と
主
張
し
、
あ
わ
や
破
談
か
と
思
わ
れ
た
が
、
最
終
的
に
田
中
が
「
周
囲
ノ

石
垣
ニ
テ
幾
分
ノ
利
益
ヲ
得
シ
故
ニ
六
千
円
ニ
テ
応
ズ
ル
旨
返
答
」
し
、
交
渉
は
妥
結
し
た
と
い
う（

（8
（

。

青
山
の
土
地
は
、
明
治
一
六
年
一
月
一
八
日
、
栗
村
左
衛
八
、
諸
星
帰
一
、
津
田
仙
、
生
島
閑
、
小
林
謙
一
郎
の
五
名
の
日
本
人
か
ら

な
る
東
京
英
学
校
会
社
の
名
で
購
入
さ
れ
た
。
そ
の
面
積
は
三
〇
九
九
三
坪
四
合
三
勺
、
購
入
資
金
は
東
京
英
学
校
会
社
が
マ
ク
レ
イ
ら

「
日
本
在
留
ノ
北
米
合
衆
国
美
以
美
教
会
之
伝
道
会
社
ノ
代
理
人
」
と
約
定
書
を
結
ぶ
こ
と
で
得
た
も
の
で
、
ガ
ウ
チ
ャ
ー
の
寄
付
金
五
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〇
〇
〇
ド
ル
を
も
と
に
し
た
、
日
本
円
六
〇
〇
〇
円
で
あ
っ
た（
（8
（

。
翌
一
九
日
に
授
与
さ
れ
た
地
券
に
は
五
九
〇
〇
円
と
あ
る（
（8
（

。

お
わ
り
に

本
稿
は
現
在
の
青
山
学
院
の
校
地
が
江
戸
・
明
治
時
代
に
ど
の
よ
う
に
取
得
・
利
用
さ
れ
た
か
を
考
察
し
た
。
一
で
は
江
戸
の
武
家
屋

敷
に
関
す
る
基
礎
的
な
諸
史
料
を
も
と
に
、
旗
本
長
谷
川
久
三
郎
家
に
代
わ
っ
て
伊
予
西
条
松
平
家
が
こ
の
土
地
を
拝
領
し
た
経
緯
を
再

考
し
た
。
元
禄
八
年
二
月
の
大
火
を
契
機
と
す
る
屋
敷
の
相
対
替
に
よ
っ
て
、
伊
予
西
条
松
平
家
は
青
山
と
渋
谷
の
境
に
あ
る
場
末
の
こ

の
土
地
に
上
屋
敷
を
得
た
の
だ
っ
た
。
二
で
は
こ
の
屋
敷
が
開
拓
使
に
引
き
継
が
れ
る
ま
で
を
扱
っ
た
。
明
治
四
年
一
〇
月
、
松
平
頼
英

は
上
地
さ
れ
る
西
条
県
出
張
所
の
代
わ
り
に
、
荒
廃
し
て
い
た
上
屋
敷
の
返
上
を
政
府
に
願
い
出
た
。
こ
れ
は
開
拓
使
に
よ
る
東
京
官
園

の
候
補
地
選
定
の
動
き
と
並
行
し
て
お
り
、
松
平
家
と
開
拓
使
の
双
方
の
思
惑
が
一
致
し
て
、
明
治
四
年
一
一
月
の
開
拓
使
第
一
官
園
の

設
置
に
至
っ
た
と
論
じ
た
。
三
で
は
開
拓
使
か
ら
民
間
に
払
下
げ
ら
れ
た
第
一
農
業
試
験
場
跡
地
の
状
況
に
つ
い
て
、
政
府
・
東
京
府
の

公
文
書
や
新
聞
、
地
図
を
利
用
し
て
明
ら
か
に
し
た
。
塩
谷
良
翰
や
そ
の
委
託
を
受
け
た
府
中
の
豪
商
田
中
三
四
郎
は
こ
の
土
地
を
畑
地

と
し
て
利
用
す
る
こ
と
を
企
て
、
開
墾
を
進
め
る
な
か
で
開
拓
使
が
栽
培
し
た
花
木
や
盆
栽
等
を
売
り
払
っ
て
い
た
。
伊
予
西
条
松
平
家

か
ら
開
拓
使
に
引
き
継
が
れ
て
い
た
屋
敷
や
周
囲
の
石
垣
・
下
水
路
が
、
こ
の
時
期
に
取
り
壊
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
四
で
は
第
一

農
業
試
験
場
跡
地
の
う
ち
民
間
に
払
下
げ
ら
れ
な
か
っ
た
南
東
部
の
官
有
地
を
分
析
し
た
。「
袋
地
」
と
し
て
入
札
に
適
さ
な
か
っ
た
同

地
は
、
黒
田
清
隆
や
民
間
へ
の
払
下
げ
が
度
々
計
画
さ
れ
た
も
の
の
実
現
せ
ず
、
官
有
地
の
ま
ま
増
上
寺
学
寮
の
移
転
予
定
地
と
な
っ
た

が
、
こ
の
移
転
も
実
現
し
な
か
っ
た
。
明
治
二
一
年
に
南
豊
島
第
四
御
料
地
に
組
み
込
ま
れ
、
明
治
三
一
年
に
大
日
本
農
会
附
属
東
京
農

学
校
、
後
の
東
京
農
業
大
学
が
移
転
し
、
最
終
的
に
昭
和
二
三
年
に
青
山
学
院
が
同
地
を
取
得
し
た
。
五
で
は
東
京
英
学
校
会
社
に
よ
る

土
地
の
購
入
過
程
を
検
討
し
た
。
明
治
一
五
年
二
月
時
点
で
、
開
拓
使
跡
地
が
メ
ソ
ジ
ス
ト
監
督
教
会
の
「
大
学
」
の
候
補
地
に
挙
げ
ら

れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
日
本
の
会
社
名
義
で
購
入
す
る
と
い
う
方
針
が
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
、G

oucher Papers

中
の
マ
ク
レ
イ
の
書

翰
か
ら
指
摘
し
た
。
明
治
一
六
年
一
月
一
八
日
に
契
約
が
結
ば
れ
、
東
京
英
学
校
会
社
の
名
義
で
こ
の
土
地
が
購
入
さ
れ
、
現
在
の
青
山

学
院
の
校
地
が
成
立
し
た
の
で
あ
っ
た
。
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以
上
の
複
雑
な
経
緯
は
、
官
有
地
の
形
成
と
払
下
げ
が
東
京
の
学
校
の
立
地
に
与
え
た
影
響
の
大
き
さ
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
。
既
に

神
田
区
の
学
校
の
立
地
を
扱
っ
た
研
究
に
お
い
て
、「
明
治
一
〇
年
代
に
は
、
幕
領
地
／
武
家
地
／
町
人
地
と
い
う
近
世
に
お
け
る
三
種

の
土
地
利
用
区
分
が
概
ね
、
官
立
学
校
／
専
門
学
校
・
各
種
学
校
・
公
立
小
学
校
／
私
立
小
学
校
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
三
層
構
造
が
見

ら
れ
た
」
と
の
傾
向
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る（

（8
（

。
こ
の
傾
向
が
生
じ
た
背
景
と
し
て
、
神
田
と
い
う
土
地
の
利
便
性
の
ほ
か
、
江
戸
時

代
の
幕
領
地
が
明
治
時
代
に
官
有
地
と
な
り
官
立
学
校
が
置
か
れ
た
こ
と
、
旧
武
家
地
の
広
い
土
地
が
各
種
学
校
に
必
要
と
さ
れ
た
こ
と

が
指
摘
さ
れ
る（

（8
（

。
現
在
の
青
山
学
院
校
地
も
、
首
尾
だ
け
を
見
れ
ば
江
戸
時
代
の
武
家
地
に
各
種
学
校
が
開
か
れ
る
と
い
う
傾
向
に
合

致
す
る
。
だ
が
本
稿
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
そ
の
間
の
開
拓
使
官
園
の
設
置
と
廃
止
に
伴
う
官
有
地
の
形
成
と
払
下
げ
は
、
近
世
の
藩
邸

と
の
断
絶
を
生
じ
さ
せ
校
地
の
あ
り
方
に
影
響
を
与
え
て
い
た
。
払
下
げ
を
経
る
か
は
別
と
し
て
、
旧
加
賀
藩
上
屋
敷
跡
に
あ
る
東
京
大

学
を
筆
頭
に
、
武
家
地
か
ら
官
有
地
と
な
っ
た
土
地
を
校
地
と
す
る
大
学
は
数
多
い
。
本
稿
の
分
析
は
、
広
く
東
京
の
大
学
史
・
学
校
史

に
お
い
て
前
提
と
な
る
、
明
治
前
期
の
官
有
地
の
形
成
・
払
下
げ
に
焦
点
を
当
て
る
試
み
で
あ
っ
た
。

土
地
の
購
入
後
、
東
京
英
和
学
校
の
開
校
に
至
る
ま
で
を
述
べ
て
、
お
わ
り
と
し
た
い
。

最
大
の
懸
案
で
あ
る
校
地
の
取
得
後
、
校
舎
の
建
築
が
急
が
れ
た
。
明
治
一
六
年
九
月
に
始
ま
る
新
学
期
を
見
越
し
て
、
同
年
三
月
二

四
日
に
は
寄
宿
舎
兼
校
舎
と
外
国
教
師
館
（
宣
教
師
館
）
の
建
設
予
定
地
が
選
定
さ
れ
た（
（8
（

。
寄
宿
舎
兼
校
舎
は
横
浜
の
美
會
神
学
校
の
校

舎
を
移
築
し
た
木
造
二
階
建
の
建
物
だ
っ
た（

（8
（

。
外
国
教
師
館
は
I
・
H
・
コ
レ
ル
と
S
・
J
・
コ
レ
ル
夫
妻
、
M
・
S
・
ヴ
ェ
イ
ル
と
J
・

S
・
ヴ
ェ
イ
ル
兄
妹
、
J
・
ブ
ラ
ッ
ク
レ
ッ
ジ
と
K
・
ブ
ラ
ッ
ク
レ
ッ
ジ
夫
妻
の
も
の
が
九
月
ま
で
に
、
マ
ク
レ
イ
夫
妻
の
も
の
が
翌
年

ま
で
に
建
て
ら
れ
た（

（8
（

。「
四
五
棟
の
教
師
館
が
散
在
し
て
居
る
広
い
地
所
の
中
に
、
鎹
形
の
極
く
お
粗
末
な
二
階
造
り
の
寄
宿
舎
が
、
西

北
に
稍
片
寄
つ
て
ぽ
つ
ん
と
建
つ
て
ゐ
た
」、「
寄
宿
舎
の
外
に
は
別
に
建
て
ら
れ
た
講
堂
教
室
も
な
く
、
皆
此
寄
宿
舎
の
室
を
用
ひ
て
授

業
を
し
て
ゐ
た
」
と
、
あ
る
初
期
の
学
生
は
回
想
し
て
い
る（

（8
（

。
未
だ
牧
歌
的
な
雰
囲
気
が
流
れ
て
い
た
開
校
後
し
ば
ら
く
の
間
、
校
地

の
一
部
は
周
辺
住
民
の
小
作
地
と
し
て
貸
し
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
な
か
に
は
四
で
官
有
地
を
拝
借
し
て
い
た
田
中
弁
次
郎
の
名
も
見
ら

れ
る（

（8
（

。
こ
の
よ
う
に
開
校
時
の
校
舎
は
貧
弱
だ
っ
た
も
の
の
、
明
治
一
九
年
に
は
フ
ィ
ラ
ン
ダ
ー
・
ス
ミ
ス
夫
人
ら
の
寄
付
に
よ
る
煉

瓦
造
三
階
建
の
神
学
科
校
舎
（
フ
ィ
ラ
ン
ダ
ー
・
ス
ミ
ス
＝
ビ
ブ
リ
カ
ル
＝
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
）
が
、
明
治
二
〇
年
に
は
ガ
ウ
チ
ャ
ー
の
一
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注（
1
）	『
新
修
渋
谷
区
史
』
上
巻
（
東
京
都
渋
谷
区
、
一
九
六
六
年
）
六
三
七
～
六
三
八
頁
。

（
2
）	

青
山
学
院
編
『
青
山
学
院
九
十
年
史
』（
青
山
学
院
、
一
九
六
五
年
）
一
〇
三
～
一
二
二
頁
。

（
3
）	

青
山
学
院
構
内
遺
跡
調
査
室
編
『
青
山
学
院
構
内
遺
跡
（
青
学
会
館
増
改
築
地
点
）
―
―
伊
予
西
条
藩
松
平
家
上
屋
敷
跡
の
調
査
―
―
』

（
青
山
学
院
構
内
遺
跡
調
査
委
員
会
、
一
九
九
四
年
）。
二
〇
二
二
年
三
月
現
在
、
こ
れ
に
加
え
て
第
二
～
第
六
地
点
の
埋
蔵
文
化
財
発
掘

調
査
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
な
お
本
稿
は
、
佐
藤
大
悟
「
第
三
章　

文
献
調
査
」（
大
成
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社
編
『
東
京

都
渋
谷
区　

青
山
学
院
構
内
遺
跡　

第
6
地
点　

青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
新
図
書
館
建
築
工
事
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
』（
青
山

学
院
、
二
〇
二
二
年
）
三
二
～
三
六
頁
を
大
幅
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
4
）	

西
村
慎
太
郎
「
文
献
資
料
に
見
る
当
調
査
区
の
様
相
」（
大
成
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社
編
『
東
京
都
渋
谷
区　

青
山
学
院
構
内
遺
跡

　

第
4
地
点　

青
山
学
院
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
内
大
学
A
棟
建
設
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
』
青
山
学
院
、
二
〇
一
〇
年
）
九

万
五
千
ド
ル
の
寄
付
に
よ
る
煉
瓦
造
四
階
建
の
ガ
ウ
チ
ャ
ー
・
ホ
ー
ル
が
建
設
さ
れ
、
徐
々
に
校
地
は
整
備
さ
れ
て
い
っ
た（
（9
（

。

一
方
、
ガ
ウ
チ
ャ
ー
の
求
め
た
「
大
学
」
の
設
立
に
つ
い
て
は
、
土
地
の
購
入
前
に
方
針
が
変
更
さ
れ
て
い
た
。
明
治
一
六
年
一
月
三

日
の
ガ
ウ
チ
ャ
ー
宛
書
翰
で
、
マ
ク
レ
イ
は
日
本
政
府
が
土
地
の
購
入
に
否
定
的
な
回
答
を
す
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
、「
大
学
」

（U
niversity

）
の
設
立
で
は
な
く
日
本
政
府
に
既
に
知
ら
れ
て
い
る
東
京
英
学
校
（Tokio English School

）
の
名
称
の
ま
ま
発
展
さ
せ
る
許

可
を
求
め
た（

（9
（

。
だ
が
そ
の
後
、
八
月
二
四
日
に
東
京
府
に
対
し
、
校
名
を
東
京
英
和
学
校
と
改
称
す
る
願
が
提
出
さ
れ
、
無
事
認
可
さ

れ
た（

（9
（

。
マ
ク
レ
イ
は
こ
の
改
称
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
喜
び
、
ガ
ウ
チ
ャ
ー
に
報
告
し
て
い
る（
（9
（

。
東
京
英
和
学
校
（Tokyo A

nglo- 

Japanese C
ollege

）
は
大
学
で
は
な
い
私
立
学
校
だ
が
、
英
語
名
に
大
学
（C

ollege

）
を
含
み
つ
つ
、
将
来
の
「
大
学
」（U

niversity

）
設
立

を
見
越
し
た
名
称
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
東
京
英
和
学
校
は
明
治
一
六
年
九
月
に
開
校
し
、
マ
ク
レ
イ
が
総
理
、
板
垣
帰
一
が
校
主
に
就

任
し
た
。
東
京
英
和
学
校
は
本
多
庸
一
院
長
の
も
と
明
治
二
七
年
七
月
に
青
山
学
院
と
改
称
し
、
ま
た
大
正
期
に
は
高
木
壬
太
郎
院
長
の

も
と
「
大
学
」（U

niversity

）
の
設
立
に
向
け
て
発
展
を
進
め
て
い
く
が
、
そ
う
し
た
開
校
後
の
同
校
の
歴
史
に
つ
い
て
は
本
号
に
掲
載

さ
れ
た
各
論
文
や
来
年
度
刊
行
予
定
の
『
青
山
学
院
一
五
〇
年
史
』
通
史
編
Ⅰ
に
譲
り
た
い
。
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〇
～
九
三
頁
。

（
5
）	

内
山
京
子
「
開
拓
使
と
御
料
地
の
時
代
」（
上
山
和
雄
・
國
學
院
大
學
渋
谷
学
研
究
会
編
『
歴
史
の
な
か
の
渋
谷
―
渋
谷
か
ら
江
戸
・
東
京

へ
―
』
雄
山
閣
、
二
〇
一
一
年
）
二
一
八
～
二
三
二
頁
。

（
6
）	『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
一
四
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
五
年
）
九
七
頁
。
以
下
、
本
稿
で
は
史
料
引
用
に
際
し
て
、
適
宜
句

読
点
を
付
し
、
旧
字
は
新
字
に
、
英
数
字
は
漢
数
字
に
改
め
た
。
旗
本
長
谷
川
家
に
つ
い
て
は
、
前
掲
西
村
慎
太
郎
「
文
献
資
料
に
見
る

当
調
査
区
の
様
相
」
九
〇
頁
。

（
7
）	『
寛
永
江
戸
全
図
』（
之
潮
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
8
）	

前
掲
『
新
修
渋
谷
区
史
』
上
巻
六
七
四
、
七
〇
一
頁
。

（
9
）	

前
掲
西
村
慎
太
郎
「
文
献
資
料
に
見
る
当
調
査
区
の
様
相
」
九
〇
～
九
一
頁
。

（
10
）	『
東
京
市
史
稿
』
変
災
篇
第
四
（
東
京
市
役
所
、
一
九
一
七
年
）
四
三
九
～
四
四
三
頁
。

（
11
）	『
東
京
市
史
稿
』
市
街
篇
第
一
二
（
東
京
市
役
所
、
一
九
三
一
年
）
二
六
〇
頁
。

（
12
）	「
御
府
内
往
還
其
外
沿
革
図
書
十　

文
久
二
戌
年
調
継
」（
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
、
Z
H
―
七
一
一
）。「
御
府
内
沿
革
図
書
」
に
つ
い
て

は
、
朝
倉
治
彦
「『
御
府
内
沿
革
図
書
』
に
つ
い
て
」（
朝
倉
治
彦
監
修
『
江
戸
城
下
変
遷
絵
図
集
』
第
二
十
巻
、
原
書
房
、
一
九
八
七

年
）。

（
13
）	「
屋
敷
渡
預
絵
図
証
文　

元
禄
八
亥
年
従
正
月
至
三
月
」（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
、
八
〇
七
―
一
、
同
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）。

（
14
）	「
屋
敷
渡
預
絵
図
証
文
」
の
性
格
に
関
し
て
は
、
岩
本
馨
「
幕
府
普
請
奉
行
役
所
に
よ
る
拝
領
武
家
屋
敷
の
把
握
に
つ
い
て
―
―
『
屋
敷
渡

預
絵
図
証
文
』
を
中
心
に
―
―
」（『
都
市
史
研
究
』
四
号
、
二
〇
一
七
年
）。

（
15
）	

前
掲
「
御
府
内
往
還
其
外
沿
革
図
書
十　

文
久
二
戌
年
調
継
」。
青
山
和
泉
守
は
青
山
下
野
守
忠
重
の
父
青
山
忠
雄
を
指
す
。

（
16
）	『
港
区
史
』
第
二
巻
、
通
史
編
近
世
上
（
港
区
、
二
〇
二
一
年
）
一
六
四
～
一
六
五
頁
。

（
17
）	

前
掲
『
東
京
市
史
稿
』
市
街
篇
第
一
二
、
三
二
六
～
三
二
七
頁
。

（
18
）	

伊
予
西
条
松
平
家
と
長
谷
川
久
三
郎
家
の
相
対
替
の
月
と
、
こ
の
土
地
の
絵
図
に
つ
い
て
は
、「
御
府
内
場
末
往
還
其
外
沿
革
図
書
」
拾
七

下
（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
、
八
〇
二
―
三
八
、
同
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）。
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（
19
）	

前
掲
『
新
修
渋
谷
区
史
』
上
巻
六
五
四
～
六
五
五
頁
。

（
20
）	
前
掲
「
御
府
内
場
末
往
還
其
外
沿
革
図
書
」
拾
七
下
。

（
21
）	「
諸
向
地
面
取
調
書
」
一
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
、
一
五
一
―
〇
二
四
六
）。
下
屋
敷
の
絵
図
は
「
御
府
内
場
末
往
還
其
外
沿
革
図
書
」
拾

八
、
四
冊
之
内
利
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
、
一
七
四
―
〇
〇
三
八
）。

（
22
）	

前
掲
『
港
区
史
』
第
二
巻
、
通
史
編
近
世
上
、
二
五
六
～
二
五
八
頁
。

（
23
）	

上
屋
敷
の
入
手
か
ら
明
治
維
新
期
に
か
け
て
の
伊
予
西
条
松
平
家
に
つ
い
て
は
、
前
掲
西
村
慎
太
郎
「
文
献
資
料
に
見
る
当
調
査
区
の
様

相
」
九
一
～
九
二
頁
を
参
照
。

（
24
）	

以
上
、「
華
族
家
記
・
松
平
頼
英
、
自
慶
応
三
年
十
月
至
明
治
六
年
十
二
月
、
全
」（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
、
家
〇
〇
三
三
〇
一
〇
〇
）。

（
25
）	『
都
史
紀
要
一
三　

明
治
初
年
の
武
家
地
処
理
問
題
』（
東
京
都
、
一
九
六
五
年
）
一
〇
三
～
一
〇
四
頁
。

（
26
）	

こ
の
長
屋
の
場
所
や
入
手
の
由
来
は
不
明
で
あ
る
。

（
27
）	「
西
条
藩
藤
岡
彌
五
郎
外
一
名
失
火
ニ
付
謹
慎
」（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
太
政
類
典
・
外
編
・
明
治
三
年
～
明
治
四
年
・
治
罪
法
・
行

刑
・
失
火
」、
太
〇
〇
九
〇
七
一
〇
〇
）。

（
28
）	

前
掲
『
都
史
紀
要
一
三　

明
治
初
年
の
武
家
地
処
理
問
題
』
二
二
八
～
二
三
二
頁
。

（
29
）	

前
掲
「
華
族
家
記
・
松
平
頼
英
、
自
慶
応
三
年
十
月
至
明
治
六
年
十
二
月
、
全
」。

（
30
）	「
草
木
牛
羊
等
培
養
ノ
為
東
京
府
下
渋
谷
松
平
英
頼
邸
外
二
ヶ
所
交
付
」（「
太
政
類
典
・
第
二
編
・
明
治
四
年
～
明
治
十
年
・
第
百
二
十
一

巻
・
地
方
二
十
七
・
特
別
ノ
地
方
開
拓
使
一
」、
太
〇
〇
三
四
三
一
〇
〇
）。
本
史
料
は
頼
英
を
英
頼
と
誤
記
し
て
い
る
。

（
31
）	「
開
拓
使
よ
り
浜
西
条
両
邸
見
分
の
儀
に
付
云
々
」（
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
「
諸
官
省
往
復　
〈
邸
宅
掛
〉」、
六
〇
五
．
C
四
．
一
八
）。

件
名
の
浜
は
淀
の
誤
り
。

（
32
）	

津
田
仙
「
八
代
将
軍
及
び
開
拓
使
と
青
山
学
院
」（『
護
教
』
第
八
二
七
号
、
一
九
〇
七
年
六
月
一
日
、
五
～
六
頁
）、
高
崎
宗
司
『
津
田
仙

評
伝
』（
草
風
館
、
二
〇
〇
八
年
）
四
三
頁
。

（
33
）	『
開
拓
使
事
業
報
告
』
第
一
編
（
大
蔵
省
、
一
八
八
五
年
）
三
一
頁
。

（
34
）	『
東
京
市
史
稿
』
遊
園
篇
第
四
（
東
京
市
役
所
、
一
九
三
二
年
）
二
七
三
頁
。
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（
35
）	『
新
北
海
道
史
』
第
三
巻
通
説
二
（
北
海
道
、
一
九
七
一
年
）
四
六
二
～
四
六
三
頁
。

（
36
）	

第
三
官
園
と
な
っ
た
元
堀
田
正
倫
邸
の
開
墾
も
、
一
一
月
に
着
手
さ
れ
て
い
る
（「
開
拓
使
よ
り
開
拓
使
開
墾
地
麻
布
堀
田
正
倫
私
邸
上
地

跡
開
墾
取
掛
候
に
付
下
笄
橋
大
破
右
仮
橋
補
理
候
に
付
車
留
札
御
取
除
有
之
度
懸
合
調
」、
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
「
諸
向
掛
合
留
・
四　

一
一
～
一
二
月
」、
六
〇
四
．
A
二
．
一
〇
）。

（
37
）	

前
掲
「
草
木
牛
羊
等
培
養
ノ
為
東
京
府
下
渋
谷
松
平
英
頼
邸
外
二
ヶ
所
交
付
」。

（
38
）	「
記
録
材
料
・
開
拓
使
第
一
回
年
報
」（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
、
記
〇
一
七
一
八
一
〇
〇
）。

（
39
）	

前
掲
『
開
拓
使
事
業
報
告
』
第
一
編
、
二
九
六
～
二
九
七
頁
。

（
40
）	

前
掲
『
新
北
海
道
史
』
第
三
巻
通
説
二
、
四
六
二
～
四
六
三
頁
。

（
41
）	『
東
京
日
日
新
聞
』
一
八
八
一
年
六
月
二
日
朝
刊
第
四
面
。『
読
売
新
聞
』
一
八
八
一
年
六
月
三
日
朝
刊
第
四
面
。

（
42
）	『
読
売
新
聞
』
一
八
八
一
年
六
月
一
七
日
朝
刊
第
四
面
、
六
月
二
五
日
朝
刊
第
四
面
。

（
43
）	「
東
京
府
南
豊
島
郡
直
税
分
署
所
管
地
券
台
帳
ニ
ヨ
ル
地
券
台
帳
写
・
同
土
地
台
帳
ニ
ヨ
ル
土
地
台
帳
謄
本　

明
治
廿
五
年
七
月
一
日　

東

京
英
和
学
校
会
社
」（
青
山
学
院
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
、
前
掲
『
青
山
学
院
九
十
年
史
』
一
一
〇
～
一
一
三
頁
）。

（
44
）	『
東
京
商
工
博
覧
絵
』
第
二
編
下
（
深
満
池
源
次
郎
、
一
八
八
五
年
）
四
〇
丁
裏
、
四
一
丁
表
。

（
45
）	

塩
谷
と
同
銀
行
の
間
柄
は
、『
読
売
新
聞
』
一
八
七
八
年
八
月
三
一
日
朝
刊
第
四
面
、
一
八
八
三
年
一
二
月
七
日
朝
刊
第
四
面
。

（
46
）	『
読
売
新
聞
』
一
八
八
一
年
八
月
九
日
朝
刊
第
一
面
、『
東
京
府
史　

府
会
篇
』
第
一
巻
（
東
京
府
、
一
九
二
九
年
）
二
一
〇
頁
。

（
47
）	「
旧
田
中
家
住
宅
」（『
府
中
市
郷
土
の
森
だ
よ
り　

あ
る
む
ぜ
お
』
第
八
号
、
一
九
八
九
年
七
月
）
三
頁
。

（
48
）	

以
下
、「
塩
谷
良
翰
青
山
南
町
旧
開
拓
使
用
地
跡
下
水
云
々
願
」（
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
「
回
議
録
・
道
路
、
橋
梁
、
下
水
、
目
塗
土
凾
、

樹
木
植
付
・
甲　
〈
土
木
課
〉
明
治
一
五
年
自
一
月
至
三
月
」、
六
一
二
．
B
四
．
〇
九
）。

（
49
）	「
在
来
ノ
下
水
石
垣
ヲ
勝
手
ニ
取
崩
ス
ヲ
禁
ズ
」（『
東
京
市
史
稿
』
市
街
篇
第
五
六
、
東
京
都
、
一
九
六
五
年
、
二
八
九
～
二
九
〇
頁
）。

（
50
）	『
読
売
新
聞
』
一
八
八
一
年
九
月
九
日
朝
刊
第
四
面
。

（
51
）	

前
掲
青
山
学
院
構
内
遺
跡
調
査
室
編
『
青
山
学
院
構
内
遺
跡
（
青
学
会
館
増
改
築
地
点
）
―
―
伊
予
西
条
藩
松
平
家
上
屋
敷
跡
の
調
査
―

―
』
四
頁
。
写
真
図
版
に
も
表
門
や
表
長
屋
の
様
子
が
見
ら
れ
る
。
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（
52
）	『
東
京
府
志
料
』
四
（
東
京
都
、
一
九
六
一
年
）
四
七
頁
。

（
53
）	
前
掲
内
山
京
子
「
開
拓
使
と
御
料
地
の
時
代
」
二
一
二
～
二
一
三
頁
。

（
54
）	「
敷
地
購
入
に
関
す
る
栗
村
左
衛
八
氏
の
書
簡
」
大
正
一
一
年
一
一
月
七
日
（
青
山
学
院
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）。

（
55
）	「
赤
坂
区
農
業
試
験
場
用
地
ノ
内
返
地
ノ
件
」（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
公
文
録
・
明
治
十
三
年
・
第
九
十
四
巻
・
明
治
十
三
年
五
月
～
八

月
・
開
拓
使
（
五
月
・
六
月
・
七
月
・
八
月
）」、
公
〇
二
七
二
四
一
〇
〇
）、「
公
文
附
属
の
図
・
一
八
四
号 

農
業
第
一
号
試
験
場
東
南
辺

界
地
実
測
図
」（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
、
附
A
〇
〇
一
八
四
一
〇
〇
）。
史
料
に
よ
り
七
勺
と
五
勺
が
混
在
す
る
が
、
原
文
通
り
と
す
る
。

（
56
）	「
黒
田
清
隆
よ
り
青
山
南
町
下
渋
谷
村
夫
々
開
拓
使
よ
り
返
付
地
払
下
願
の
件
」（
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
「
指
令
録　
〈
地
理
課
〉」、
六
一

〇
．
A
三
．
〇
六
）。

（
57
）	

前
掲
内
山
京
子
「
開
拓
使
と
御
料
地
の
時
代
」
二
二
三
～
二
二
四
頁
。

（
58
）	「
五
号　

東
京
実
測
図　

赤
坂
区
、
南
豊
島
郡　

三
幀
ノ
二
（
代
々
木
村
、
隠
田
村
、
渋
谷
村
）」、「
七
号　

東
京
実
測
図　

荏
原
郡
、
南

豊
島
郡　

四
幀
ノ
二
（
中
目
黒
村
、
宝
泉
寺
）」（
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
、
六
五
四
―
一
一
―
下
―
一
〇
）。
な
お
、
以
上
の
二
枚
に
は

「
東
京
実
測
図
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、「
東
京
実
測
全
図
」
三
幀
二
、
四
幀
二
（
内
務
省
地
理
局
、
一
八
八
八
年
、
地
図
資
料
編
纂
会

編
『
明
治
前
期
内
務
省
地
理
局
作
成
地
図
集
成
』
第
一
巻
、
都
市
図
編
、
柏
書
房
、
一
九
九
九
年
、
五
〇
、
六
二
頁
）
と
一
致
し
て
お
り
、

一
八
九
五
年
改
正
再
版
発
行
の
「
東
京
実
測
図
」
と
は
異
な
る
た
め
、
本
稿
で
は
一
八
八
八
年
刊
行
の
「
東
京
実
測
全
図
」
と
し
て
扱
う
。

「
東
京
実
測
全
図
」・「
東
京
実
測
図
」
に
つ
い
て
は
、
同
書
所
収
、
清
水
靖
夫
「
解
説
」。

（
59
）	「
三
百
七
番　

宅
地
二
反
九
畝
拾
九
歩
」
は
「
東
京
府
下
南
豊
島
郡
下
渋
谷
村
ニ
於
テ
地
所
需
用
ノ
件
」（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
公
文

録
・
明
治
十
五
年
・
第
百
八
十
三
巻
・
明
治
十
五
年
十
月
～
十
一
月
・
宮
内
省
」、
公
〇
三
三
九
一
一
〇
〇
）
に
よ
っ
て
、
明
治
一
五
年
一

一
月
に
羽
根
沢
・
常
盤
松
・
氷
川
裏
の
一
帯
と
と
も
に
黒
田
か
ら
宮
内
省
へ
移
管
さ
れ
た
。

（
60
）	「
黒
田
清
隆
よ
り
青
山
南
町
七
丁
目
一
番
地
の
内
上
地
跡
六
千
坪
余
の
地
所
払
下
願
処
都
合
有
て
願
下
の
件
」（
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵

「
回
議
録
・
第
一
号　
〈
租
税
課
〉」、
六
一
一
．
D
二
．
〇
一
）。
件
名
の
「
願
処
」
は
「
願
書
」
の
誤
記
か
。

（
61
）	

前
掲
「
東
京
府
南
豊
島
郡
直
税
分
署
所
管
地
券
台
帳
ニ
ヨ
ル
地
券
台
帳
写
・
同
土
地
台
帳
ニ
ヨ
ル
土
地
台
帳
謄
本　

明
治
廿
五
年
七
月
一

日　

東
京
英
和
学
校
会
社
」、
前
掲
『
開
拓
使
事
業
報
告
』
第
一
編
、
二
九
六
～
二
九
七
頁
。
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（
62
）	

鹿
鳴
館
建
築
経
費
の
た
め
の
各
省
・
東
京
府
の
官
有
地
払
下
げ
に
つ
い
て
は
、
李
啓
彰
「
井
上
馨
に
よ
る
外
交
「
裏
舞
台
」
の
創
出
―
―

鹿
鳴
館
の
建
設
過
程
か
ら
の
考
察
―
―
」（『
社
会
シ
ス
テ
ム
研
究
』
第
二
二
号
、
二
〇
一
一
年
三
月
）
一
五
三
～
一
五
五
頁
。

（
63
）	「
赤
坂
区
青
山
南
町
七
丁
目
一
番
地
の
内
貸
地
に
付
隣
地
買
上
通
路
取
開
の
件
」（
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
「
回
議
録
・
買
上
ノ
部
・
第
九

　
〈
地
理
課
〉」、
六
一
四
．
A
五
．
〇
一
）。

（
64
）	『
読
売
新
聞
』
一
八
八
五
年
八
月
一
三
～
一
五
日
朝
刊
第
四
面
。

（
65
）	「
青
山
南
町
七
丁
目
一
番
地
二
号
及
本
所
千
歳
町
四
九
番
地
五
二
番
地
入
札
の
件
」（
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
「
回
議
録
・
地
所
払
下　
〈
地

理
課
〉
明
治
一
八
年
三
月
ヨ
リ
」、
六
一
四
．
A
四
．
〇
九
）。

（
66
）	

戊
辰
戦
争
後
、
増
上
寺
の
境
内
に
散
在
し
た
学
寮
に
は
兵
部
省
（
の
ち
海
軍
省
）
や
開
拓
使
な
ど
と
い
っ
た
政
府
の
機
関
が
寄
留
し
た
。

明
治
一
〇
年
、
学
寮
は
芝
公
園
東
南
の
新
谷
に
集
め
ら
れ
、
公
園
地
の
ま
ま
地
料
を
徴
さ
な
い
土
地
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

（
伊
坂
道
子
『
芝
増
上
寺
境
内
地
の
歴
史
的
景
観
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
三
年
、
二
四
二
～
二
六
八
頁
）。

（
67
）	「
芝
増
上
寺
学
寮
換
地
と
し
て
青
山
南
町
七
丁
目
一
番
地
第
二
号
下
渡
方
票
議
の
件
」（
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
「
回
議
録
・
地
理　
〈
庶
務

課
〉
明
治
一
七
、
一
八
年
」、
六
一
五
．
A
六
．
〇
七
）。
件
名
の
「
票
議
」
は
「
稟
議
」
の
誤
記
か

（
68
）	「
赤
坂
区
青
山
南
町
七
丁
目
一
番
地
二
号
官
有
地
拝
借
願　

田
中
弁
次
郎
」（
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
「
回
議
録
・
官
地
貸
渡
及
拝
借
願
ニ

係
ル
・
甲
号　
〈
庶
務
課
〉
明
治
一
九
年
一
月
起
」、
六
一
五
．
C
七
．
〇
四
）。

（
69
）	「
赤
坂
区
青
山
南
町
官
有
地
茅
払
下
処
分
済
届　

内
務
省
」、「
赤
坂
区
青
山
南
町
官
地
損
木
払
下
処
分
済
届　

内
務
省
」（
東
京
都
公
文
書

館
所
蔵
「
普
通
第
一
種　

稟
申
録
・
第
四
巻　
〈
庶
務
課
地
籍
掛
〉」、
六
一
五
．
B
三
．
〇
九
）。

（
70
）	

前
掲
内
山
京
子
「
開
拓
使
と
御
料
地
の
時
代
」
二
三
〇
～
二
三
一
頁
。

（
71
）	「
赤
坂
区
青
山
南
町
七
丁
目
芝
増
上
寺
学
寮
地
皇
居
地
付
属
地
と
し
て
受
領
の
件
」（
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
「
普
通
第
一
種　

法
律
命
令

録
・
乙
（
自
一
至
三
）　
〈
庶
務
課
地
籍
掛
〉」、
六
一
六
．
A
三
．
一
二
）、「
内
務
大
臣
よ
り
青
山
南
町
七
丁
目
一
番
地
皇
宮
地
付
属
地
に
下

渋
谷
村
同
付
属
地
を
引
渡
方
の
件
訓
令
」（
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
「
普
通
第
一
種　

法
律
命
令
録
・
丙
（
自
一
至
三
）　
〈
庶
務
課
地
籍

掛
〉」、
六
一
六
．
A
三
．
一
三
）。

（
72
）	『
東
京
農
業
大
学
五
十
年
史
』（
東
京
農
業
大
学
、
一
九
四
〇
年
）
六
～
一
一
頁
、『
東
京
農
業
大
学
百
年
史
』（
東
京
農
業
大
学
、
一
九
九
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三
年
）
二
二
～
二
七
頁
。

（
73
）	
前
掲
『
青
山
学
院
九
十
年
史
』
四
九
六
～
四
九
七
頁
。

（
74
）	
同
右
、
四
六
～
四
七
、
八
一
～
八
三
頁
。

（
75
）	 R

obert S. M
aclay to John F. G

oucher, A
pril 3, 1882, Series 3: Japan, box 15, folder 7, M

R
L 12: John Franklin G

oucher Papers, 
B

urke Library at U
nion Theological Sem

inary, C
olum

bia U
niversity in the C

ity of N
ew York. 『

青
山
学
院
一
五
〇
年
史
』
編
纂
事

業
に
お
い
て
シ
ュ
ー
土
戸
ポ
ー
ル
教
授
が
収
集
し
た
、
ア
メ
リ
カ
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
ユ
ニ
オ
ン
神
学
校
バ
ー
ク
図
書
館
が
所
蔵
す
る
史

料
群
で
あ
る
。
以
下
、
本
史
料
群
か
ら
の
引
用
は
手
紙
の
差
出
、
宛
先
、
年
月
日
の
み
を
記
す
。
本
史
料
群
を
利
用
し
た
青
山
の
土
地
の

取
得
経
緯
に
つ
い
て
は
、M

arilyn Southard W
arshaw

sky, John Franklin G
oucher: C

itizen of the W
orld ( M

arilyn Southard 
W

arshaw
sky, 2016) , pp. 92- 97.

（
76
）	 M

aclay to G
oucher, N

ovem
ber 28, 1882.

（
77
）	

ジ
ユ
リ
ア
ス
・
ソ
ー
パ
ー
「
青
山
の
土
地
」（『
青
山
学
院
五
十
年
史
』
青
山
学
院
、
一
九
三
二
年
、
八
二
～
八
五
頁
）。
原
文
は
、Julius 

Soper, “Purchase of the A
oyam

a G
akuin Property, Tokyo, Japan”

（
青
山
学
院
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）。
前
掲
『
青
山
学
院
九
十
年
史
』

一
〇
三
～
一
〇
九
頁
。

（
78
）	

前
掲
高
崎
宗
司
『
評
伝
津
田
仙
』
九
〇
～
一
〇
〇
頁
。

（
79
）	

山
鹿
旗
之
進
「
青
山
学
院
の
敷
地
と
生
島
閑
」（『
青
山
学
報
』
第
四
四
号
、
一
九
二
六
年
五
月
、
二
頁
、
青
山
学
院
一
五
〇
年
史
編
纂
本

部
・
編
纂
委
員
会
、
青
山
学
院
資
料
セ
ン
タ
ー
一
五
〇
年
史
編
纂
室
編
『
青
山
学
院
一
五
〇
年
史
』
資
料
編
Ⅰ
、
青
山
学
院
、
二
〇
一
九

年
、
六
八
～
七
〇
頁
）
に
よ
る
と
、
あ
る
「
安
田
銀
行
員
」
が
「
近
ご
ろ
青
山
の
開
拓
使
の
地
面
払
下
げ
を
買
ふ
た
も
の
が
、
商
買
の
都

合
で
そ
れ
を
人
手
に
渡
し
た
い
と
い
ふ
」
話
を
生
島
に
も
た
ら
し
た
と
い
う
。

（
80
）	

前
掲
「
敷
地
購
入
に
関
す
る
栗
村
左
衛
八
氏
の
書
簡
」。

（
81
）	「
東
京
英
学
校
会
社
と
米
国
メ
ソ
ジ
ス
ト
監
督
教
会
日
本
在
留
代
理
人
と
の
約
定
書
」（
青
山
学
院
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
、
前
掲
『
青
山
学

院
一
五
〇
年
史
』
資
料
編
Ⅰ
、
六
六
～
六
七
、
六
九
九
～
七
〇
一
頁
）。

（
82
）	

前
掲
「
東
京
府
南
豊
島
郡
直
税
分
署
所
管
地
券
台
帳
ニ
ヨ
ル
地
券
台
帳
写
・
同
土
地
台
帳
ニ
ヨ
ル
土
地
台
帳
謄
本　

明
治
廿
五
年
七
月
一
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日　

東
京
英
和
学
校
会
社
」。

（
83
）	

小
林
正
泰
「
各
種
学
校
の
立
地
と
地
域
性
」（
土
方
苑
子
編
『
各
種
学
校
の
歴
史
的
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
）
一
六
九

頁
。

（
84
）	
松
原
太
郎
「
明
治
期
神
田
学
生
街
の
形
成
と
私
立
法
律
学
校
」（『
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
報
告
』
第
三
七
集
、
二
〇
一
六
年
）
一
〇
一
、

一
〇
六
頁
。

（
85
）	 M

aclay to G
oucher, M

arch 27, 1883.

（
86
）	

前
掲
『
青
山
学
院
九
十
年
史
』
一
三
九
頁
。

（
87
）	 M

aclay to G
oucher, M

ay 31 and A
ugust 28, 1883.

（
88
）	

長
谷
川
朝
吉
「
母
校
に
於
け
る
四
十
六
年
以
前
の
回
顧
」（
前
掲
『
青
山
学
院
五
十
年
史
』
九
三
頁
）。

（
89
）	「
構
内
畑
地
小
作
契
約
証
文
」（
青
山
学
院
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）。
明
治
二
二
年
一
一
月
二
八
日
付
の
林
ハ
ル
、
秋
元
伊
三
郎
、
松
本
チ

ヨ
、
田
中
弁
二
郎
、
富
沢
儀
兵
衛
、
関
根
伊
之
助
、
明
治
二
四
年
一
二
月
二
六
日
の
林
ハ
ル
の
計
七
点
の
証
文
で
あ
る
。
田
中
弁
二
郎
は

四
で
見
た
田
中
弁
次
郎
と
同
じ
住
所
で
あ
り
、
同
一
人
物
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
90
）	

前
掲
『
青
山
学
院
九
十
年
史
』
一
四
〇
～
一
四
二
、
一
七
九
～
一
八
〇
頁
。

（
91
）	 M

aclay to G
oucher, January 3, 1883.

（
92
）	「
私
立
学
校
教
則
等
改
正
御
認
可
願
」（
前
掲
『
青
山
学
院
一
五
〇
年
史
』
資
料
編
Ⅰ
、
七
三
頁
）。

（
93
）	 M

aclay to G
oucher, A

ugust 28, 1883.


